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開会 午前 ９時００分 

 

このたびは、教育委員会事務の外部評価委員に御就任いた

だきありがとうございます。また、平素は、本市の教育の推

進、充実に向けて支援、御協力をいただいておりますこと、

大変ありがたいと思っております。 

草津の学校の話をしますと、今日が終業式で、夏休みは１

８日までという短い期間になってしまいました。本来、夏休

みにやりたいことが多くあると思いますが、授業時数の確

保、学習内容の定着ということで、夏休みを短くせざるを得

ない状況でございます。草津は他市よりもちょっと短いです

が、それでも授業時数は足りないです。これでもカツカツ

で、次何かが起こったら、授業や子どもの学習の定着をどう

するのかという新たな課題がまだあると思っております。し

かし、今のところ子どもたちも元気に学校に来てくれている

ことはありがたいと思っております。 

この評価委員会ですが、地方教育行政の組織及び運営に関

する法律に位置付けられている評価委員会でございます。こ

の評価委員会では、草津市の教育全般について評価をいただ

いて、教育施策のさらなる推進とともに、説明責任を果たす

目的がございます。ですから、ここでの結果等は、市民の皆

さんにも公表ということになっております。そうすることに

よって、申しましたように、教育が一層充実するように繋が

っていければと思っております。この委員会は、毎年来てい

ただいている先生もいらっしゃいますが、時間的にも、中身

的にも、非常に大変な委員会の１つでございます。２日間に

わたる委員会ですが、そこは、休憩を取っていただきなが

ら、気楽にということも含めて、お願いしたいと思っており

ます。どうか、忌憚のない御意見をいただきながら、教育の

推進、充実に繋がっていくことを期待申し上げますのでよろ

しくお願いします。 

 

川那邊教育長につきましては、この後、他の公務がござい

ますので、ここで退席させていただきます。 

次に、本委員会の委員の御紹介をいたします。私の方から

御紹介いたしますので、委員の皆様、簡単に自己紹介の方を
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早田委員 

 

 

 

 

 

 

お願いしたいと思います。 

まず、学識経験者として、滋賀大学教授の糸乗 前様でご

ざいます。 

 

おはようございます。滋賀大学教育学部の糸乗です。どう

ぞよろしくお願いします。大学の方では、コアサイエンステ

ィーチャーという理科の強い先生を育てるという事業をやっ

ておりまして、草津市の理科の先生方と御一緒させていただ

いております。いろいろな形で協力いただきましてありがと

うございます。あと、個人的には、草津に移り住んで２０年

になっておりまして、子どもたちが出るときは、いろいろと

活動をしておりましたが、最近は地域の活動で、この報告書

などを見せていただいていると、協力しないといけないなと

いう思いを強く持っているところでございます。今後ともど

うぞよろしくお願いいたします。 

 

次に、学校教育関係者として、公立小学校元校長の片山 

善久様です。よろしくお願いいたします。 

 

皆さんおはようございます。片山 善久といいます。３８

年間、現場で務めさせていただきました。何か恩返しもしな

いといけないなという気持ちで軽く受けてしまったのです

が、冊子をいただきまして、私で大丈夫かと心配していま

す。何を言ってしまうかわからないですが、どうかよろしく

お願いします。 

 

次に、公募の市民といたしまして、早田 リツ子様でござ

います。 

 

早田と申します。おはようございます。私が多分、最高齢

者となると思いますが、つい先日まで教育委員会の方では、

文化財保護審議会の方に寄せていただいておりました。草津

に住んで４５年くらいになります。草津市民として思うとこ

ろを述べさせていただきたいと思います。どうぞよろしくお

願いいたします。 
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教育部副部長 

（中学校給食整備担当） 

 

図書館長 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

学校給食センター所長 

 

 

スポーツ保健課長 

 

 

スポーツ大会推進室長 

 

 

歴史文化財課長 

 

 

草津宿街道交流館館長補佐 

 

 

教育総務課長補佐 

 

委員の皆様どうぞよろしくお願いいたします。 

続きまして、本日出席しております、教育委員会事務局の

職員の紹介をさせていただきます。居川部長からお願いいた

します。 

 

教育部長の居川でございます。よろしくお願いします。 

 

副部長の南川でございます。よろしくお願いします。 

 

中学校給食整備担当副部長の宇野でございます。よろしく

お願いします。 

 

図書館担当副部長で草津市立図書館、草津市立南草津図書

館の館長を兼ねております武村です。どうぞよろしくお願い

します。 

 

生涯学習課長の上原でございます。どうぞよろしくお願い

いたします。 

 

学校給食センター所長の馬場でございます。よろしくお願

いいたします。 

 

おはようございます。スポーツ保健課長織田でございま

す。よろしくお願いします。 

 

スポーツ大会推進室藤﨑と申します。よろしくお願いしま

す。 

 

歴史文化財課課長の岩間でございます。よろしくお願いし

ます。 

 

草津宿街道交流館館長補佐の寺内でございます。よろしく

お願いします。 

 

事務局を担当します教育総務課門脇と申します。よろしく

お願いします。 
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私、教育総務課の森下でございます。どうぞよろしくお願

いします。 

次に、委員長の選任を行いたいと思います。草津市教育委

員会附属機関運営規則第４条第３項により、委員長は委員の

互選により決めていただくこととなっておりますが、どのよ

うに選任させていただいたらよろしいでしょうか。 

 

初めて参加させていただく者が先に話していいのかわかり

ませんが、もしよろしければ事務局の案があるようでした

ら、その案でお願いをしたいと思います。 

 

ただいま事務局の案があればということでお声をいただき

ました。そうしましたら、事務局といたしましては、学識経

験者であります糸乗様に、委員長をお願いしたいと考えます

がよろしいでしょうか。 

 

―― 異議なし ―― 

 

御異議なしということで、委員長につきましては、糸乗様

にお願いしたいと思います。恐れ入りますが、糸乗様には、

委員長席に移動をお願いいたします。 

規則の第５条第２項に、委員長は会議の議長となると定め

られておりますので、ここからは、糸乗委員長に議事の進行

をお願いいたします。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

ただ今、委員長を仰せ付かりました糸乗です。どうぞよろ

しくお願いいたします。委員としましては５年目となりまし

て、この計画自身も後半の５年間というところをずっと見さ

せていただきまして、昨年度振興計画を新たに作る時にも携

わらせていただきましたので、節目の年になるかなと思って

おります。いろいろな形で、この中身を見させていただい

て、少しでもお力になれたらと思っております。ただ今年は

教育長もおっしゃいましたがコロナのこともありますので、

今年、始まってからこの作業されているということは大変な

ことだったと思います。またその部分も含めながら、お話を
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お聞かせいただきながら進めさせていただきたいと思いま

す。どうぞよろしくお願いいたします。それでは議事の方を

進めさせていただくということで、進め方等の説明をよろし

くお願いいたします。 

 

失礼します。事務局教育総務課の門脇でございます。私の

方から評価シートの概要や会議の進め方について御説明をさ

せていただきます。 

報告書の案９ページ、１０ページを見開きの状態で確認を

お願いいたします。こちらは、施策の２６番を例にしており

ます。一番上の左の方に、基本方向、学校の教育を高めると

いう第二期の教育振興基本計画の基本方向を記載しておりま

して、それぞれの具体目標、そして右の方に先ほど申し上げ

た２６番の施策の内容が書いております。その下の方には、

具体的な施策を記載しておりまして、さらにその下には施策

の具体的な取組状況として事業の内容や、右の方に、目標と

実績を数値として記載をしているものでございます。１０ペ

ージの方に行きまして、こちら左の方には昨年度の外部評価

委員の皆様からいただきました御意見と、それに対する昨年

度からの対応、今後の課題というところをまとめておりま

す。ここの左の方の担当課の部分ですが、本日は、学校教育

関係以外の分野の所属が担当する事業についての評価をお願

いしたいと思います。 

進行につきましては、右上の施策ごとに各シートを担当課

の方から先に説明をさせていただいた後に、委員長の進行に

従いまして、委員の皆様から御意見御感想をいただきたいと

思います。非常に限られた時間でございますので、事務局か

らの説明は簡潔にさせていただこうと思っております。説明

が不足するような部分がございましたら、委員の皆様からの

御質問にお答えをするという形で説明に代えさせていただき

たいと思っております。 

なお、委員の皆様と事務局の方に、本日マイクを用意して

おります。この狭い会場なので生声でも届きますが、現在、

集音装置を使った会議録の作成を導入しており、マイクを通

すと非常に簡単に会議録が作れるというシステムでございま

す。お手数ですが、マイクを通して御発言いただきますよう
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に、御協力をお願いいたします。後程、設定にあがらせてい

ただきます。 

私の方からは以上でございます。 

 

それでは議事の方に入りたいと思います。１３ページの施

策３からになります。点検評価を進めるということです。御

説明いただいた後に、皆様から御意見いただくという形で進

めさせていただきます。では、説明の方、よろしくお願いい

たします。 

 

失礼いたします。生涯学習課の上原でございます。報告書

の１３、１４ページ、施策３について御説明をさせていただ

きます。（１）と（２）は、地域協働合校の取組を、子どもの

参加面と子どもと大人の交流面に分けたものでございまし

て、どちらにも共通していることですが、地域まちづくり協

議会の発足当時、地域協働合校事業として盛んに開催されて

おりました大型のふれあいまつり等の取組が、地域協働合校

事業として取り扱われなくなり、特に子どもと大人の交流に

おいて目標値と現状には乖離が発生している状況でございま

す。また、地域まちづくりセンターが、社会教育施設からま

ちづくりの拠点として機能転換したことを受けまして、所管

のまちづくり協働課を通して連携を図っておりますが、当課

から直接的な指示は難しい状況となってきております。 

まず、（１）子どもが参加する地域交流、体験交流の機会の

充実につきましては、地域の伝統や文化に触れる取組の中

で、地域の方との関係づくりや、郷土愛を育む機会となって

おります。なお、昨年度、大学生の参画に対して評価をいた

だきまして、一方で、事業実施に際して、ＰＴＡ役員の負担

にならないようにという御意見をいただいておりますが、各

地域の役員やまちづくりセンター職員、教職員、地域コーデ

ィネーターの合同研修会を開催いたしまして、学生ボランテ

ィアが、学校のみならず地域活動にも積極的に参画できるよ

う、地域と学校が円滑に連携する仕組みについて学ぶ機会を

設けました。また、地域協働合校での優良事例を協働通心と

いうニュースペーパーで紹介する他、優良事例のストック情

報として活用いただけるように、年度末に事例集を発行し、
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質の向上に努めたところでございます。今後につきまして

は、地域と学校が連携を図り、情報共有できる体制の整備が

課題と考えております。 

また（２）、子どもと大人の地域交流活動の支援につきまし

ては、参加する大人が減少傾向にあり、目標を下回っており

ますが、地域の特色を生かした体験型の活動が主流になって

きており、目的意識を持った学習が実施されているところで

ございます。また、事業数は、平成３０年度の９４から１０

０に増加しており、参加人数は１３００人ほど増加しており

ます。なお、昨年度御指摘いただきました、市長部局、まち

づくり協議会、コミュニティ事業団等との連携につきまして

は、まちづくり協働課や関係機関と情報を共有し、地域で実

施される事業の周知を図るとともに、児童生徒の地域での活

動促進を図るため、地域コーディネーターを通して、学校で

の呼びかけを行うなど、周知啓発に努めてまいりました。今

後の課題といたしましては、地域での活動の原資となる地域

一括交付金の要件が今年度から緩和され、事業実施の有無も

含め、地域の裁量となりましたことから、今後も地域協働合

校の意義や効果を示すなど、継続した取組を支援する必要が

あると考えております。説明の方は以上でございます。 

 

ありがとうございました。では委員の皆様からの御意見等

ありましたらお願いいたします。 

 

それでは、少しお話しさせていただきたいと思います。学

校を開く、あるいは地域を開くという合言葉で、地域協働合

校事業が生まれてきたと思いますが、本当に良さというもの

がいくつか挙げられると思っています。学校だけでは学べな

い良さとか、あるいは同学年の学びの場だけではなくて、異

学年の学びの場が多く作れるというような良さとか、あるい

はいろいろな方が、免許がなくても先生になって子どもに関

われて教えられる良さや、あるいは、子どもだけではなく大

人も学べる良さがあると思っています。特にこの（１）でい

ろいろ御説明をいただいた中で、こだわっていくのは、今後

の課題になる学区独自の取組というのは大切なことだと思っ

ています。よく教育委員会の方が、草津市の良さは何だと
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か、草津市の強みは何だというような言い方で、進められる

ことがありますが、その学区の良さとは何だろうということ

で、いろいろな取組がされているように思います。近くに琵

琶湖があることや、あるいは周りに田んぼがあって農業がで

きることや、あるいは防災に関していろいろやっていること

や、近くに大学があることや、企業があることなど、その学

区の良さがあると思います。それで地域協働合校の事業が作

られていると思いますが、地域が考えているその良さと学校

が考えている良さが、もう少し話し合えれば非常に良いと思

うところです。 

もう１つ説明がありました学生ボランティアも大いに進め

ていただきたいと思っています。学生ボランティアの協力や

活用は、子どもにとって、身近な大学生という憧れのお兄ち

ゃん、お姉ちゃんです。あんなお兄ちゃん、お姉ちゃんにな

りたいということは、これからもその活動を通して、学んで

いって欲しと思っています。 

協働通心の方でも言われましたが、今まで読ませていただ

いています。今までどおりの中で特にこだわって欲しいの

は、写真を多くしていただきたいころです。今でもあります

が、それ以上に写真を多くして欲しい。あとは自分が写って

いる方がその地域の方が見てくれると思いますので、そんな

協働通心であって欲しいと思っています。 

 

先ほどの続きになりますが、（２）の方で、これは私自身

も、いろいろ活動してきた市民として日頃感じていることで

すが、広く地域の方や市民の方たちに、活動の内容や趣旨を

お知らせするのは非常に難しくなっております。この昨年度

の対応のところでも、いろいろ工夫されて、機関誌や広報、

ホームページが挙げられておりますが、今でも、何か決め手

に欠ける状態です。市民の側からすると、欲しい情報は取り

に行くということの方が圧倒的に優勢で、関心がないものに

対してはずっと関心がないままで、よほどのきっかけか、す

ばらしい偶然ではない限り、その新しい分野に目を開くこと

や、行動に出ていくことはなかなか難しくなっております。

一般的に、世の中全体がいろいろ忙しくなっている。特に子

どもに関する活動に関しては、大人が忙しい、保護者が忙し
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糸乗委員長 

 

いというのは、すぐ出てくることですが、この辺はもう少し

私はいろいろな方たちと話し合ってみたいと逆に思っており

ます。忙しいというのはどういう状態を本当に忙しいという

のか。子どもを真ん中にして、保護者も地域も先生も行政

も、みんなで考えていくということが大前提であれば、その

忙しさの質もいろいろ変わってきて、ある意味この忙しさは

目をつぶってそこに参画していこうという、そういう気分も

生まれてくるように思っております。しかし、私自身も、他

の分野ですが、周知啓発の難しさは日々感じております。逆

に何か名案があればお聞きしたいぐらいと思っております。 

 

（２）も私も少しだけ喋らせてください。子どもと大人の

繋がりみたいなものを大事にしていくというようなことです

が、大人の人に感じて欲しいことは、次代を担う子どもたち

が、そこにいるということです。地域のリーダーがここにい

るというような見方をしながら、事業はしていただきたいと

思っています。先ほども少しお話させていただいたのです

が、子どもの学びだけではなく、大人の学びもここに十分に

あると、１回やって、あそこはよかったけど、今度こうして

いこうというような、大人の学びも、ここで生まれてくるの

ではないかと思いました。以上です。 

 

今の先生のお話はそのとおりだと思います。私たちの世代

というのは、ＰＴＡの活動が活発だった時代ですので、地域

でのそういう活動を通して、最初は嫌々ではありますが、い

ろいろと真面目に、きちんと取り組んでいくと、親自身、私

たち自身にとっての学びというのが多くあったように思いま

す。その時に得たものを生かしながら、結構私たちの世代の

方たちは、今も行動する市民として動いておられる方大勢い

らっしゃいますので、是非、今の世代の保護者の方たちに

も、子どもたちを通して、地域の活動を通して、自分自身を

発見していただきたいというふうに思います。先生のおっし

ゃるとおりと思います。 

 

参加人数のことを指標にされているので、なかなか難しい

時期もありましたが、これだけの人数の方々がね、７０００
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人、１万人超える方が年間活動されているということで難し

い中でもそういう形で活動していっていただき、継続してい

くしかないと思います。是非、こういった形の活動を進めて

いっていただければと思います。それではここに関してはよ

ろしいでしょうか。 

それでは次ですが、１９ページの６番をよろしくお願いい

たします。 

 

失礼します。スポーツ保健課織田でございます。子どもの

健やかな体づくりということで、体育や健康づくりに関連し

た項目でございます。各事業の内容や、また評価について

は、記載のとおりです。項目が多いので、概観をしながら説

明をさせていただきたいと思います。 

小中学校の体力向上については、国の平均を目指すという

ことを取り組んできまして、結果が出てきたということで上

がっています。近年は、さらに授業力を高めていけないか、

立命館大学の協力をして作った短時間運動と連動性の高い授

業はどうか、また、学童も含めて、いろいろなところと連携

ができないか、体幹とか調整能力を高めるような運動プログ

ラムが短時間で開発できないか、といったバージョンアップ

を進めながら、体力向上に取り組んでいます。また、新しい

教育振興基本計画では、子どもの運動の好きという部分にも

着目しながら、生涯にわたって運動や体育、スポーツを好き

でいて、健康でいられるということも目標にしたいと思って

います。 

子どものスポーツ活動の推進では、毎年、６年生が立命館

大学のクインススタジアムに、全校が集まってスポーツを楽

しむフェスティバルをしています。アンケートの結果も大変

良いのですが、去年は曇りの中での実施だったので、少し評

価は下がりましたが、今年がオリンピックイヤーだったとい

うこともありまして、パラスポーツを体験する機会を設けた

り、昨年はラグビーのワールドカップイヤーでもあったの

で、それを間近に体験するような機会を設けたりするなど、

子どもたちのスポーツに対する関心を高めるような、またス

ポーツを楽しむような企画をしているというところです。 

食育の推進と健康教育の充実は、給食センターの絡むとこ
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ろは、また後程給食センターからお話をさせていただきま

す。当課では、健康教育の部分で、薬物乱用や学習で、生徒

の喫煙、飲酒騒動があるのですが、外部講師も交えながら、

効果的な授業になるようにということで、各学校で取り組ん

でいただいているというところです。 

また、（５）の児童生徒等の健康診断については、教職員並

びに児童生徒の健診について、適切に実施をしてきたという

ところです。 

次のページを御覧いただきますと、昨年度の御意見や、今

後の取組ということを書かせていただいています。体力向上

では、コオーディネーションという体を調整するようなこと

が大切だということを御指摘いただいていまして、その取組

も、モデル的にやっています。記載のとおり、学童との連携

も、昨年は６ヶ所。全学童クラブに研修には参加していただ

いて、さらに関心があった６ヶ所にも、連携協力をするよう

なことが進められていたり、今年度は休み期間が長かったと

いうこともあり、ＹｏｕＴｕｂｅで動画配信をして、いつで

もその動きが見ることができるような取組も進めています。

子どものスポーツ活動については、今年度はコロナの関係が

あり、なかなかどういうふうにするのがいいのかということ

を検討しているのですが、全校一斉に集めにくいので、各学

校での取組として、どのような効果的で面白い取組ができる

のかということを検討していきたいと思っています。 

健康診断については、従来どおり進めていくのですが、今

年度は１学期にできなかったので、２学期に健康診断をずら

す、密にならない、というようないろいろな工夫も行いなが

ら、学校にアドバイスをいただいて実施したいというふうに

も思っています。健康教育は引き続き、取組を継続していき

たいというところです。給食センターの方に交代します。 

 

学校給食センターの馬場でございます。食育の推進という

ことで、地産地消、和食の推進啓発、減塩献立の取組によっ

て栄養教諭と学級担任が連携して食育を推進することができ

たらなと考えております。また、成果指標にあります地産地

消率の目標達成に向けて、地元産品の食材入札を実施してお

りまして、全体の達成度が上がってきているところだと感じ
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糸乗委員長 

 

ております。 

次の課題といたしまして、昨年度の御意見では、子どもた

ちがしっかり給食を食べるよう、いろいろな機会を通して食

事の大切さを教えて欲しい、また保護者にも栄養学について

学ぶ機会があればよいのでは、また、食育は小学校に入る前

から進めていくことが大事との御指摘がございました。そこ

で学校給食センターから１４小学校２、３年の各学級に栄養

教諭が出向きまして、１４学級の２年生を対象に、骨を丈夫

にする食べ物を知るという内容で、４６クラス延べ１４１５

人、２学期に３年生を対象に、食べ物の３つの働きを知ろう

という内容で、４５クラス延べ１３９２人に授業を行い、非

常にわかりやすい栄養指導を行いました。保護者に向けて

は、給食だより等で啓発を行い、栄養のことを少しでも知っ

てもらう取組を進めているところで、これらはホームページ

に載せていただいているところでございます。食育の全市的

な取組につきましては、草津市食育推進計画、これは健康福

祉部の所管ではございますが、そこで統括して取り組んでい

るところでありますので、給食センターとしても、繋がりを

持ちながら、食育の推進に取り組んでいきたいと考えており

ます。 

（６）の健康教育の充実ということで、アレルギーの件で

すが、学校給食においては、食物アレルギーのある児童に対

しての献立や配合法等の資料を配付するとともに、保護者と

連携をとりながら食物アレルギーの児童が安全安心に学校生

活が送れる環境を整えておるところでございます。給食献立

作成時においても、食物アレルギーの原因の特定材料の品目

を含む献立、卵とか乳とか小麦、エビ、カニの献立、動物ア

レルギーを一日一品目として、提供しておりまして、卵献立

は１週間以上間隔空けて提供し、また物資の選定時において

は、アレルギー原因の少ない物資を優先して、提供するよう

にしております。これら以外に保護者の方から、相談等があ

る場合については、個別に相談に乗ったり、いろいろな指導

等を行うような対応を行っております。以上です。 

 

それでは数も多いところですが、どうぞ御意見お願いいた

します。 
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そしたら、（１）、（３）と（２）まで含めて、お話をさせて

いただきたいと思います。私は小学校にずっと勤めてきまし

たが、小学生の子どもを見て、体力が二極化しているという

のが非常に感じてきたところです。体育の授業はしています

が、一部の子どもに関しては野球に行ったりサッカーに行っ

たり、あるいはバスケット、ラグビー。昔と比べて変わった

ところがテニススクールに行ったり、ゴルフ教室に行った

り、あるいはスケート教室に行っているような子どもたちが

います。そんな子どもたちに関しての体力はあまり心配して

ないですが、一方で、放課後とか土日に全く運動していない

という子どもがいます。そこに二極化が生まれてくると思っ

ています。そんな中で、体力向上のプロジェクトのことなの

ですが、立命館大学との連携を大切にしながら、短時間運動

プログラム、チャレンジタイム、教員の資質を向上させるこ

とや、あるいは学習指導案をも一緒に作成していくことで、

取り組まれています。中学校においてスポーツ障害予防の講

習会をされていることは本当にすばらしいと思っています。

体育科に関しては、知育、徳育、体育の３つが入っている教

科でもありますので、是非、この体力向上プロジェクトを大

事にしていただきたい。と同時に、小中の連携、あるいは小

学校就学前にもこのことができればと願いを持っています。 

（２）に関しては、ジュニアスポーツフェスティバル、１

つは競うとか、挑むようなことで、学級づくり、学校づくり

にも役立っていると思うし、もう１つの視点では、見る、体

験するというようなことで、トップアスリートの姿を見た

り、あるいはパラスポーツを見たりそれを体験したりという

ようなことで、感動することにより、今までよりも少しでも

運動好きとか、運動することが日常であるような、そんな子

どもができればと思います。是非ともジュニアスポーツフェ

スティバルも、続けていただきたいと思っています。以上で

す。 

 

私は、現状の詳しいことがよくわからないですが、特にそ

の（４）の食育の推進は、非常に大切なことだと思います。

子どもの命そのものに関わっておりますので、これは、全市
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片山委員 

 

 

 

 

 

挙げて、親も地域の大人関係なしで、子どもを大事にしてい

くという視点で、引き続き工夫を重ねていただきたいのです

が、昨年度からの対応の中に、給食だより等で保護者に向け

て啓発を行ったと書いてありますが、これは是非続けていた

だきたいと思います。現在の若い保護者世代を見ております

と、先ほど申し上げましたようにいろいろな意味で余裕がな

いということもありまして、こういった知識を自分で取り入

れるという余裕もないかと思いますので、これはやはり由々

しき事だと思います。私の世代から見ますと、やはり基本の

きのあたりが、落ちているような気がして、結局子どもたち

の基礎体力に関わってくることですし、先進的な健康にも関

わってくるというふうに思いますので、これは是非大事にし

て工夫を続けていただきたいというふうに思います。 

（５）ですが、ここに虫歯の治療率、歯科検診のことが書

いてありますね。ここに私は是非、もう既にやっておられる

かもわかりませんが、歯科検診を通して、児童虐待の兆候を

見つけるということを積極的に取り組んでいただきたいと思

います。最初私も何のことかと思いましたが、歯科医の先生

のお話を聞いたりしておりますと、なるほどそういうことな

のかと、家庭の様々な事情が子どもの歯の状況に現れてい

る。それを検診で見つけていけますので、これは是非、草津

でもきちんとやっていただけたらと思いました。 

（６）は昔にはなかった気もしますが、食物アレルギーに

関する不幸な事例というのがやはり全国的に毎年どこかで起

こっていたりしますので、これはもう本当に１回勝負で子ど

もの命に関わることですので、是非、学校にいる間の子ども

たちの安全という意味では、教職員の先生方全員、担任関係

なく、誰でもすぐ対応できるように、研修を受けていただけ

たらと思います。以上でございます。 

 

早田委員さんの意見等も重なってくる部分があるのです

が、まず（４）の食育推進に関してです。給食だけに関して

言いますと、草津の給食というのは日本でも先進的なものだ

というようなことで受け止めています。学校給食の専門冊子

や、栄養教諭の専門冊子にも載っているようなことで、評価

できる部分というのは十分あるなと思っています。よく言わ



15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れますが食という漢字をばらすと、人を良くするという漢字

だということを聞いたことがあります。給食センターさんが

こだわっておられる、地産地消の取組、減塩給食、あるいは

和食の推進みたいなことは、これからも大事にしていただき

たいと思っています。減塩給食に関しては、あまりにも塩を

減らしてしまうと、不味くて子どもが残してしまうこともあ

るので、程よい減塩給食みたいな、そんなことも大事だと思

っています。 

もう１つは、勤めていて感じたことですが、貧困家庭があ

るということを非常に感じることがありました。その１食

が、その子どもにとっては、大切な１食ということで、給食

で子どもの体を作ることや、給食で健康にするというよう

な、そういう意識も持っていただきたいと思っています。 

今後、大きな課題として給食センターさんは中学校の給食

センターへの仕事というのがどんどん入ってくるので大変な

ことだと思っています。また、啓発に関しては、栄養教諭さ

んが、小学校２年、３年の子どもたちにいろいろ食育に関し

て、指導していただいています。御尽力していただいている

というのは、敬意を表しながら、今後も続けていただきたい

と思うのと、小中の給食だけと違って就学前の給食がどうい

ったものなのかなどを見ながら、長い見方で食育を見ていた

だければと思っています。 

（５）、（６）に関しても簡単に言いますが、５に関して養

護教育会では保健統計事業等を一生懸命分析しておられると

思います。また、学校独自では、学校保健委員会を充実させ

ていく必要性もあると思います。学校保健委員会の充実とい

う部分は、学校医さんを招いたり、あるいは学校歯科医さん

薬剤師さんという専門的な人を招いたりしながら、保護者や

教員への啓発というものがされていると思います。そこで学

ぶだけではなくて、そこで話し合ったことが、紙１枚でも保

護者に啓発できたり、あるいは何かしていこうというような

取組ができたらと思っています。 

（６）に関しては、食物アレルギーの対策やあるいは薬物

乱用防止教室、メンタルヘルスはこれからも続けた方がいい

と意見を持っています。以上です。 

 



16 

 

糸乗委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツ保健課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

糸乗委員長 

 

スポーツに関しては、いろいろと工夫されている時代に即

した動画とか、そういう配信とかもされているので、ＩＣＴ

先進市であるというところの強みを生かしていただきたいと

思っておりました。 

食育のところでいろいろと御意見いただいて、その話を聞

いていますと、フードロス、貧困などそういうワードが出て

くるとＳＤＧｓ関連も出てくるのでそういう教育に結びつけ

ば、またいろいろと課題を持っていただければと感じまし

た。 

私の方から、アレルギーのことで、今度中学校給食のお話

があるのでもう予見されていると思いますので、是非今まで

されてきた対応をとっていただきたいと思いました。 

いろいろと御意見ありがとうございます。次へ移らせてい

ただきます。続いて、施策７のところをお願いいたします。 

 

失礼します。７番「子どもの安全安心の確保を図ります」

の内、スポーツ保健課の部分です。各学校におきましては防

犯や防災、交通安全指導ということで、様々な子どもへの指

導を行っています。具体的な取組として、登下校中の見守り

や、防犯ブザーの配置、また、ここにありませんが、通学路

の合同点検を実施して具体的に道路を直していくというよう

なことのハード整備も含めて、いろいろな取組を進めている

ところです。各学校では、スクールガードリーダーさんに巡

回をしていただいて、個別に指導をしていただいています。

スクールガードさんという地域のボランティアの方が大変多

くいらっしゃいまして、市内では今年度は４２３５人の方に

御協力をいただいており少しずつ増えています。実は、担い

手の高齢化があり、なかなか辛いのではないかと思っており

ましたが、各学校で、地域の方に呼びかけていただていた

り、保護者の方に御協力などしていただきながら、ここ数年

でも増加傾向があり、地域の温かさに大変感謝をしていると

いうところです。引き続いて取組を進めてまいりたいと思っ

ております。 

 

ここでは（１）、（２）、（３）の部分だけということになり

ますので上の部分で御意見いただきます。よろしくお願いい
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たします。 

 

４０００人を超えるスクールガードさんにお世話になって

いるというようなことで、交通事故から子どもを守るとか、

不審者から子どもを守るということでスクールガードさんが

本当に抑止効果になっている。犯罪や事故から守る抑止効果

になっていることにありがたく思っています。もう１つ大き

なことが出てきたことが、地震によって、老朽化した塀が倒

壊して、命を奪われたということでさらに子どもの命を守る

ことで、大きな学校安全の動きが出てくることを思っていま

す。現場にいたときから感じたことというのは、このスクー

ルガードさんの存在がもう当たり前になっている子どもや保

護者の意識があります。子どもたちにスクールガードさんが

ありがとうと言われることや、保護者が感謝することができ

ていったときに、初めてそのスクールガードさんもやってよ

かったと思うと思いますので、そこが今後大きな課題だと思

います。以上です。 

 

私は遠目に見ているだけだったという気がしますが、かつ

ては、ＰＴＡの仕事でした。また後で多分出てくると思いま

すが、ＰＴＡ側がどういった状態になっているのか少し知り

たいと思います。地域の高齢者が担っているのは事実かと思

います。私の住んでいるところでもお見かけいたしますの

で、ありがたいことだと思いますが、やはり先のことを考え

ますと、今後の課題に挙がっておりますが、継続的な協力体

制を維持するのか、どうしていけば可能なのか、これを是非

考えていかなければならないと思いました。地域の大人自身

の生き方や物の考え方にも関わってきますので、一面的には

言えないと思いましたけど、たちまち私がどうなの、できる

のかと言われても、高齢になりますので、逆に足手まといに

なりますので、難しい面があります。まとまりませんでした

が感想は以上です。 

 

なかなか難しい部分があると感じます。そのあたりも本当

に体制を維持する考えでいっていただくということでよろし

くお願いいたします。 
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次へ、進めさせていただきます。次のページになります。

施策８でお願いいたします。 

 

失礼いたします。施策８の方を説明させていただきます。

（１）と（２）家庭での教育力を高めるための啓発の充実に

つきましては、家庭教育推進のため、単位ＰＴＡが実施され

ます家庭教育学習事業に要する経費の一部を補助する家庭教

育学習事業補助により、学習機会の支援に努めております。

また、家庭教育サポート事業につきましては、学校行事など

の機会を利用いたしまして、親子のコミュニケーションや自

尊感情に関する学習、スマホやインターネット等の情報モラ

ルなど、子どもたちの生きる力を育むにあたり、保護者の関

心が高いテーマを取り入れた講座の実施により、学習機会を

提供してまいりました。併せて、図書館において、スマホ利

用時のルールについてなど、親子で参加できる研修を実施い

たしますとともに、会場で関連図書を設置し、講座で得た情

報からさらに学びを深めていける読書機会の提供を試みてお

ります。さらに、家庭教育サポート事業の一環として、１歳

６か月の乳幼児健診の待合時間を活用し、絵本の紹介や家庭

における読み聞かせの啓発を行う絵本ｄｅうちどくサポート

広場を、図書館、子育て相談センターと連携のもと開催して

おります。子育てに忙しく講座等への参加が難しい保護者へ

の啓発、学習に繋げているところでございます。この健診で

すが、月に３回させていただいていますが、３月はコロナの

関係で中止となってしまいまして、年間３６回の予定が、全

３３回となりまして、そのあたりで参加人数にも少し影響が

出たかと思います。その他、家庭教育学習出前講座の周知に

よりまして、家庭教育を考える機会の啓発に努めました。な

お、昨年度御意見をいただきました、家庭教育の講座などを

開催しても、なかなか親が参加しない状況である中、できる

だけ参加しやすい工夫を行って欲しいという御意見につきま

して、えふえむ草津の協力を得たオンデマンド放送などで参

加できなかった方へのフォローに努めました。今後の課題と

いたしましては、事業ごとに行うアンケートや、当日御参加

いただきました方の声に耳を傾けるとともに、ＳＮＳなども

利用して、関心の高い、役に立つテーマを設定するべく、ニ
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ーズの把握に努める必要があるかと考えております。以上で

ございます。 

 

それではこれに関しまして、御意見お願いいたします。 

 

学校と家庭と地域で子どもを育てている中で、家庭教育の

大切さは、今までも大切だと言われてきました。家庭教育の

大切さを考えるにあたって、保護者の忙しさや、保護者の考

え方がそれぞれバラバラであることが課題と感じています。

説明を受けた中で、例えば、１歳６か月の乳幼児健診で、絵

本ｄｅうちどくサポート広場を実施したということがありま

したが、半強制的という言葉は適当ではないですが、とても

すばらしいと思いました。初めて知りました。何かそういう

機会で保護者に何かを学んでもらい、家庭教育、親の関わり

方の大切さみたいなものを、学んでもらえる場を探していか

ないといけないと思います。そんな中で考えていくと、例え

ば、まちづくりセンターの子育てサロンのような場が使えな

いか、あるいは入園入学の説明会で、家庭教育の大切さを話

していけないか、つまり、保護者が学べば子どもが育ってい

く、保護者が変われば子どもも変わっていくような場を探し

ていかないといけないと思いました。家庭教育学習事業費補

助事業、これはこれからも是非継続をしていただきたい。就

学前、あるいは小中のＰＴＡにいろいろと補助をしていただ

いていると思いますが、縦の繋がりの中で、保護者が家庭教

育の大切さを学ぶ場は、引き続きお願いしたいと思いまし

た。以上です。 

 

ほとんど同じになりますが、乳幼児健診での啓発というの

は大賛成です。可能であれば私はもっと早い方がいいと思っ

ておりますので、全ての子どもと親をカバーできるように、

もう出生届が出た段階で、そういう行政関係の情報をセット

にして渡して欲しい。その中に、絵本について、子どもの読

書の大事さ、あるいは親の学びの大事さというものも、メッ

セージを入れていただけたらと思います。是非、これは続け

ていただきたいと思います。 
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これも家庭教育学習事業費補助事業ということなので、こ

ういう予算をしっかりと取っていただかないと続かないとい

うことです。是非、先ほど、おっしゃっていただきましたこ

とを継続していただきたいと思います。 

それでは次へ移らせていただきます。少し飛びますが、３

１ページ３２ページのところで、施策１１をお願いいたしま

す。 

 

続きまして３１、３２ページ、施策１１について説明させ

ていただきます。青少年の健全育成につきましては、平成３

１年４月より、子ども未来部子ども家庭課に所管替えとなっ

ておりますが、社会教育事業促進補助金の関係で、（２）の青

少年の地域活動への参加に係る補助事業のみ、当課所管とし

て残っております。目標設定時は、草津市子ども会指導者連

絡協議会の青少年リーダー育成講座の参加数が算定されてお

りましたが、平成３０年度以降、同協議会の活動が休止して

おり、補助事業もボーイスカウト講習会のみとなっておりま

すことから、目標値を大きく下回っておりますが、平成３０

年度と比較いたしますと、令和元年度は参加者が少し増加を

しております。近年は、こうした団体の役員のなり手がおら

ず、活動が思うように進まない状況と聞き及んでおります。

各種事業の所管は市長部局へ移管しておりますことから、今

後は市長部局、子どもが関わる団体との連携をとりながら、

改善策について案を出し合っていきたいと考えております。

簡単ではございますが、以上が説明でございます。 

 

この件につきましてお願いいたします。 

 

青少年の地域活動への参加については、市だけではなく、

どこの学区や町でも、課題だと思っています。中高生の受験

や習い事、あるいは部活動、友達、発達段階、思春期という

ような子どももいると思います。例えば、私事になります

が、自分の町内でも、伝統的な祭りに参加する青少年を集め

るのは非常に難しい状況で苦労しています。一方で、祭りに

参加しないといけない意識を持っている中高生がいるのも事

実です。中には学区への話を聞いていると、学校の宿泊体験
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とか、会館の事業に中学生や高校生がリーダーとして活躍し

ている事実もあると思います。少し外れてしまいますが一部

の学区では、寺子屋というような言い方をしながら、大学生

が子どもたちを集めて活動しているような姿もあると思いま

す。憧れの大学生や、身近なお兄ちゃん、お姉ちゃんを感じ

ながら、参加する子どももあるかと思いますので、ボーイス

カウトだけにはこだわらず、大学のサークルやＮＰＯなど、

いろいろな連携を取っていただきながら、少しでも青少年が

地域に参加できるような、そんな声掛けをしていただければ

と思いました。以上です。 

 

同じことばかり言いそうになって困りますが、やはり役員

のなり手がいない、子ども会指導者連絡協議会の活動が停止

のこと私が初めて聞くことが書かれておりまして、随分変わ

ったと感じます。それと照らし合わせて、自分が身近に見て

いる町内の子どもたちのことを思い出していましたが、地域

で例えば清掃活動や、廃品回収はかつて普通に子どもたちが

参加してやっておりました。大人たち、地域の人たちは、子

どもが来ると、喜んで、優先して子どもたちに渡して、あり

がとうと言う。子どもたちは、ありがとうって帰るような感

じで、自然にその顔を覚える機会になっていたのは事実です

が、気がついたら、それが全くありません。子どもたちはど

こにいるのかもわからないのが私の感想で、遊ぶ姿も見えま

せんので、考えさせられながらここの部分を読ませていただ

きました。もう１つ、前の方も多く出てきましたが、こうし

たその子どもたちに、付き合ってくださるお兄さんお姉さん

として、やはりどうしてもその学生というのが私はすぐ考え

てしまいます。ですが、一方で働くお兄さんお姉さんも町に

は多くいらっしゃいますので、そのルートが、私もよくわか

らないですが、いつも考えていたことの１つとして、働く、

働いている若い人たちとの接点もある方が良いのではないか

と。実際に、実社会でいろいろ苦労されている若い人もいら

っしゃいますのでね、そんな人と話し合える機会が今の子ど

もたちにあってもいいのではないかと思いました。 

 

いろいろなところに関連したお話になってくるかと思いま



22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すが、ボーイスカウトだけという形ではなくなってきている

のかなと、今のアイデアのようなお話もいただいていますの

でいろいろな形で、定義というわけではないですが昔はしっ

かりとした枠組みがあったのが、今はいろいろ多様化してい

るので、その中で、何とかそれを繋ぎ合わせられるような工

夫ができたらと聞かしていただきました。 

先へ進めさせていただきます。次は１５番ですので４１ペ

ージになります。図書館の部分をお願いします。 

 

続きまして４１ページ、４２ページ、施策１５のうち、

（２）、図書館児童サービスの充実につきまして、図書館の武

村から御説明を申し上げます。草津市の図書館運営計画、後

期運営計画におけます運営の基本方針、４つのうちの１つと

しまして、未来を担う子どもの育成を推進し子どもの成長に

役立つ図書館、を掲げておりまして、記載の内容等々につき

まして、事業展開を図っております。乳幼児から中高生ま

で、年齢別、対象別に事業の実施をいたしまして、適切で迅

速な資料収集と提供により、移動サービスの充実を図ったも

のでございます。評価項目には図書館を御利用いただいてい

る方にアンケート調査を毎年行っておりますが、こちらの利

用者アンケートによる児童対象行事への満足度について、最

終到達目標値を９５％といたしております。昨年度の実績と

いたしましては７９.６％、目標達成度については８３.８％

となりました。これにつきましては、以前、図書館利用者ア

ンケートの選択肢は４つでございました。大変良い、良い、

そこそこ良い、良くないという４項目でしたが、実はそちら

の方で４項目の評価に対しまして図書館協議会で御意見をい

ただきまして、その４択では、図書館を利用されている方

は、上位２つを基本的に選ぶであろうとのことでしたので、

４択ではなく、普通という項目を入れないといけないのでは

ないかという御意見をいただいたところでございまして、平

成３０年度のアンケートから、その４項目から５項目に選択

肢を増やして、アンケート実施をいたしましたところ、やは

りその実績値としては下がっていっている結果になっており

ます。ここに従前の普通という欄を、良いとか、ほぼ良いと

いうところに加えますと、以前のような実績値に近づく数字
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になっていますが、現状としては７９.６％ということになっ

ております。ただ、利用いただいております皆様方のニーズ

が多様化多角化してきているということも実感しておりまし

て、やはり子どもに対する図書館への要望というのも非常に

多様化しておるところと感じております。この事業につきま

して、昨年度、評価委員の方からいただいた御意見といたし

ましては、いわゆる自習室についての御意見をいただきまし

て、自習室を作るということが図書館本来の役割とは違うと

いうことですが、図書館に限らず自習室が必要ということで

あれば、どういうところに設けるのがいいのかを検討すべき

という御意見をいただきました。図書館といたしましては、

図書館協議会等にもお諮りをさせていただいて、やはり以前

からの考え方であります、図書館資料を使った調べものや、

調べ学習の利用については、もちろん図書館の資料室等を利

用していただくことは良いと思いますが、いわゆる席貸しの

自習につきましては、図書館でそういった設備を設けるのが

いいのか、図書館で設けるとなりますと、デメリットも多く

考えられ、例えば、市内に図書館は２館しかございませんの

で、図書館から遠い児童生徒が利用するとなると、その距離

的なビハインドが生じる、あるいは図書館の開館時間中での

利用となりますと、非常に限られた時間でしか利用ができな

いということもございますので、どこでどのような施設で整

備をするのかということにつきましては、今後も、利用者の

方、あるいは図書館協議会委員の意見も参考にしながら対応

していきたいと考えております。簡単ですが、以上です。 

 

それでは御意見お願いいたします。 

 

最近、行っておりませんが図書館の元ヘビーユーザーとい

たしましては今の館長さんの御説明は全て納得です。特に最

後の方におっしゃいました自習室の問題ですが、これはやは

り、本来の図書館サービスの根幹に関わる部分があって、意

外と難しい問題です。これに関しての話し出すと長くなりま

すので省略いたしますが、先ほど、館長さんがおっしゃった

方針で私は結構かと思います。去年のこの会議の会議録をさ

っと読んだ時に館長さんのおっしゃったことが詳しく書かれ



24 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

片山委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ておりまして、私はこれで良いと思いました。ですから、子

どもたちの学習のスペースということは、もっと子どもの身

近なところにあるべき、どこの学校の子どもにも当然それを

保障されるべきですから、例えばまちづくりセンターの一室

の貸し出し、私のイメージとしては、そういったことです。

これから新しくできていく図書館は、割と話題提供や、話題

づくりが多く、いろいろな付加価値を付けがちですが、本来

はやはり本を借りて、そしてその本の内容と出会い、市民が

成長していくことが、根幹だろうと思いますので、昔のよう

に、学生たちの勉強部屋に戻るという部分は、慎重に配慮し

ていただきたいと思います。是非よろしくお願いいたしま

す。以上です。 

 

子どもに読書をさせることの大切さは、大人の誰もが思っ

ていることです。読書量をいかに増やしていくかで、資料や

説明にもありました取組をしていただいていることは、敬意

を表したいと思います。ありがとうございます。 

個人的なことになりますが、子どもの読書量を増やすこと

は非常に難しいです。運動や他の勉強もさせないといけない

と思うと非常に難しいことがあります。例えば、私がやって

いたことは、学校全員の職員がおすすめの１冊を貼りだし

て、あの先生が読んでいるから自分も読んでみよう、と思わ

せることや、あるいは読書の木というようなものを作って、

１冊読んだら感想を書いて枯れた木に葉っぱをつけながら読

書の木を作らせるなど、取組をどんどん変えながら、１冊で

も本を読もうというような子どもを増やしていこうとしてい

るわけです。この施策はすばらしいとは思いますが、次何し

ていこうかと、次々新たなことを考えていただきたいと思い

ます。去年と同じことをしていたら、停滞あるいは後退して

いくと、よく教育長に言われたことがあったので、何か新た

なことをしていくことは必要かなと思いました。例えば、後

程ブックんでも説明はされていることだと思いますが、自習

室は利用の仕方に問題があるのかもしれないですが、図書館

に、小中学校の教科書と関連したものを貼り出していくと

か、国語でいくと４年生でごんぎつねを習います。この新美

南吉さんは、例えば手袋を買いにというものを書いた人だっ
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たり、あるいは、あまんきみこさんの、白いぼうしを習いな

がら、ちいちゃんのかげおくりという作品があったり、宮澤

賢治のやまなしを習いながら、他にも風の又三郎や銀河鉄道

の夜があったりなど、こういった広がりも大事だと思いまし

た。実は、今年度から小学校の教科書は変わります。国語だ

けではなく、社会の歴史学習もあるので、教科書が変わった

時にもう１度見ていただいて、学校の学習に関連させていろ

いろと取り組んでいただくことも大事です。小学校だけの話

をしましたが、このことをお願いしたいと思いました。以上

です。 

 

どこでお話していいのかわかりませんでしたが、学校図書

館の運営について書かれておりまして、草津はかなり早くか

ら学校司書さんを配置しているというのは、県内でも先進自

治体だったと思います。この報告では、毎日、開館できたの

ですか。質問になりますが、全小中校に配置して、年間６０

日配置したと書いてありますが、これは毎日、開館できたの

ですか。週に何回かだったのでしょうか。 

 

今おっしゃった学校司書の配置につきましては、後日、学

校政策推進課から御説明させていただきます。 

 

全部の子どもたちが一番近くで本に接するという意味で、

学校図書館をとても大事にしたいと思っておりますので、よ

ろしくお願いいたします。以上です。 

 

見させていただいて、（２）のところで、いくつかの取組

に、スクスクリーフの木を育てようは、先ほど片山先生がお

っしゃったことと、言葉的には非常によく似ていて、多分図

書館でもいろいろな工夫をされていて、それが学校にどうい

う形で反映されるかわからないですが、アイデアは多くお持

ちだと思いますのでそういったところが広まっていけばと思

います。図書館独自にされる部分もあるかと思いますし、良

い部分は学校にも伝わっていけば、より良いものになってい

くと感じて聞かしていただきました。これからは、図書館の

方としては先ほどおっしゃいましたけど、教科書との関連の
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アイデアとかがあれば、より学校は興味を持たれると感じま

したので、是非よろしくお願いいたします。 

次は６５ページの施策２５をよろしくお願いいたします。 

 

失礼いたします。施策２５地域による学校支援の充実につ

いて説明をさせていただきます。先ほど施策３のところで地

域における地域協働合校について御説明をさせていただいた

ところですが、こちらの方は学校における、地域協働合校事

業についてでございます。事業名のところが地域ボランティ

アによる学校支援の推進となっております。こちらの方です

が、昨今の取組といたしまして、郷土の歴史や文化を学ぶほ

か、裁縫、そろばん、書道、職業講話、農作物づくりなど、

教科に直結する取組が増えてきております。支援者数の方で

すが、以前は参加者の実数把握がはっきりとできておりませ

んでしたので、目標値と実数値が少し乖離したような状況に

なっておりますが、年々支援参加者の方は増加傾向となって

おりまして、事業数の方も３６９から３８１に増加している

ところでございます。また、立命館大学の学生さんが、星の

観察等の授業をするなど、講師として登壇したり、教員の補

助者というような関わり方もありまして、内容面でも充実に

向かっていると感じております。平成３１年４月より、社会

教育法に基づきまして、地域コーディネーターを教育委員会

が委嘱し、立場の明確化を図りますとともに、昨年度、御指

摘いただきました引き継ぎや、負担軽減を考慮した地域コー

ディネーターの複数配置を望まれる御意見につきましては、

志津、老上西、笠縫の３つの小学校で二名体制を採用させて

いただいておりました。笠縫の方は引き継ぎの方が完了いた

しまして、今年度は１名体制に戻っておられます。ちなみ

に、今年度志津小学校の方は、御多忙の方ということで３名

体制となっております。また、コーディネーターさんの活動

時間につきましても、傾斜配分を採用いたしまして、各学校

の状況に応じてコーディネーターさんが活動しやすい環境整

備について支援をさせていただいております。ボランティア

の固定化、高齢化が課題となっており、負担軽減を視野に入

れた学生ボランティアの活動、活用など、関わり方の検討が

必要であると考えているところでございます。以上簡単でご
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ざいますが、説明とさせていただきます。 

 

それではこの件に関しまして、御意見よろしくお願いいた

します。 

 

地域コーディネーターのことについてお話をさせていただ

きたいと思います。学校と地域等を繋ぐということで、学校

教育にとっては、この地域コーディネーターさんを本当にあ

りがたいと思っています。今までですと、教務主任、教務、

学年主任、あるいは教頭等がその仕事をしていましたが、地

域コーディネーターさんが中心となっていただいたことで、

学校の負担の軽減、学校教育の充実というものに繋がってい

ると思っています。ただ、いくつかの学校を経験しながら、

課題としてはその地域コーディネーターさんを誰にするのか

は、非常に悩むところでもあります。学校によりますが、そ

の地域コーディネーターさんが、非常勤、非常勤講師、支援

員さん、教員のＯＢとして、なっていただいている学校もあ

ります。その課題としては、ネットワークがちょっと弱い部

分があるということだと思います。地域コーディネーターさ

んが、地域から上がっている人になっていただいている部分

もありますが、マイナスの部分でいくと、教育課程編成に理

解が薄いからいろいろなことで提案をしていただけますが、

教育課程の中でどのように繋がっていけば良いかが非常に難

しい部分があると思います。ただ、その１年だけで終わるの

ではなく、年数をかけていく中で新しいものが作られていく

ことを考えると、どちらにも良さがありますし、どちらにも

マイナスがあると思っています。啓発の部分で、広報くさつ

やコンパスにも載せていただいているというのは、拝見させ

ていただいています。これは教育総務課さんが担当でしょう

か。この中に載せていただいているというようなことで、先

ほど協働通心にも言わせていただきましたが、是非とも写真

を多くしながら、子どもと大人が関わるような生き生きとし

た姿が、コンパスに載ることを願っているところです。 

もう１つは、学校独自のすばらしい取組をされていると思

いますが、地域コーディネーターさんの連絡協議会みたいな

ものや、あるいは研修会で、もっとそのほかの学校との事業
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交流はしていくべきと思っています。以上です。 

 

私の方からは、先ほどのことに関連しますが、学生ボラン

ティアの活動も含めて、かなり昔になるのかもしれないです

が、捉え方が変わってきていて、大学生がかなり身近な存在

になってきています。ボランティアで参加していただけると

いうことを考えると、昔はそれほど大学や大学生が身近では

なく、私が子どもの頃は大学生と話すのは、ほとんどなかっ

た気もしますので、そういう意味では、大学生が協力しても

らえるのであれば、先程のボーイスカウトのような立場で活

動していただけるのかと感じています。感想にはなります

が、そういった形の協力もいただきながら、地域コーディネ

ーターとは違う話ですが、そういったところを活かしていた

だきたいと感じました。よろしいでしょうか。 

一方的に御意見という形になっていますので、それに対し

ての何かもしお聞きになって、事務局から返していただく部

分もあってもいいと思いましたので、よろしくお願いいたし

ます。 

 

恐れ入ります。先ほど御意見をいただきました地域コーデ

ィネーターさんの研修会についてですが、毎年コミュニテ

ィ・スクール、学校運営協議会さんの方と、研修会を開催さ

せていただいておりまして、昨年は８月に実施をさせていた

だきました。今年度も８月に予定をさせていただいていると

ころでございまして、国の方からも、コミュニティ・スクー

ルとの一体的な推進ということを言われておりますので、そ

のあたり連携をとりながら進めていきたいと考えておりま

す。以上でございます。 

 

それでは次に進めさせていただきます。施策２６、次のペ

ージです。お願いいたします。 

 

教育総務課の森下でございます。施策２６の学校等の施設

設備の整備を推進しますについて御説明いたします。１の非

構造部材の耐震化および大規模改造の実施について、非構造

部材の耐震化工事につきましては、令和元年度に小学校１校
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と、中学校１校を実施し、また、令和２年度に工事を予定し

ている学校の調査点検と実施設計を３校実施いたしました。

当初は、もう１校工事を実施する予定でございましたが、オ

リンピック需要等もあり、全国的に建築工事が飽和状態であ

ることを受けまして、市全体の工事件数の調整等もありまし

たことから、１校を次年度に実施することとしたため、評価

項目の非構造部材の耐震化実施校率につきましては、目標値

７０％に対して、実績は６５％になっております。また、校

舎等のリフレッシュ工事であります大規模改造工事につきま

しては、松原中学校の武道館を改修し、昨年度から１棟分増

加しております。昨年度、外部評価委員の方から、安全への

配慮について御意見をいただいておりますが、工事に関して

は、丁寧な説明を心がけることと併せまして、計画的に工事

を進め、安全安心な学習環境の保持に努めているところでご

ざいます。今後の課題といたしましては、市有建築物保全計

画の中で、長寿命化や工事手法の検討に加えて、少子化を見

据えた学校施設のあり方や予算の平準化を検討していく必要

があると考えております。 

続きまして、（２）環境にやさしい学校施設の整備でござい

ますが、太陽光パネルの新たな設置はしておりませんが、す

でに設置済みの学校では、学科環境学習の教材として活用さ

れたほか、売電も行っているところもあります。また、校舎

の芝生化につきましては、維持管理面等の課題が多くありま

して、新たに実施しておりませんが、照明器具のＬＥＤ化な

ど、省エネルギー化については、大規模改造工事の中で実施

しているところでございます。評価項目の環境にやさしい施

設の整備につきましては、学校の大規模改造工事等と併せて

取り組んでおり、当初は３校の工事の予定をしておりました

が、先ほど御説明いたしました、松原中学校の武道館一棟を

実施したところでございます。昨年度、外部評価委員の皆様

から、維持管理も見据えた施設整備について御意見をいただ

いており、今後におきましても、大規模改造工事に併せてＬ

ＥＤ化を進めるとともに、今後の課題にも記載しております

ように、施設の維持管理に係る金銭的な負担と人的な負担を

考慮しながら進めていきたいと考えております。以上でござ

います。 



30 

 

 

糸乗委員長 

 

片山委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

糸乗委員長 

 

ではこの件につきまして御意見などお願いします。 

 

（１）、（２）まとめてお話をさせていただきます。耐震化

あるいは大規模改造のことですが、法などに照らし合わせて

学校に説明していただければと思います。学校の職員はなか

なかこのことについては、わかっていないというのは言い過

ぎかもしれませんが、専門的な立場で御指導いただければあ

りがたいと思っています。ただ、工事期間は学校課業日と重

なる部分というのも多々あるかと思います。そんなことを考

えると、子どもたちの安全への留意はこれからもお願いした

いと思っています。 

（２）のことですが、環境にやさしい部分は一言で言うこ

とは非常に広すぎて難しいと思いますが、ＬＥＤ化のような

ことを御説明いただきましたが、改修工事等の時に、今後も

環境にやさしいという視点で、施設の設備等の点検などをし

ていただければと思っています。以上です。 

 

私も（２）の環境にやさしい学校施設というところに、興

味を持ちましたが、実際に太陽光パネルを設置している学校

があると知りませんでしたので、それは引き続き機会があれ

ば考える方向として、是非継続していけいただいた方がいい

かと思います。何分、こうした設備、建物は大変なお金がか

かりますので、簡単にはいかないかもしれませんが、方向性

というのは、きっちり持って、絶えずそれを市民にも知らせ

ていただけると良いと思います。今はできなくても、こうい

う建物にしたい、こういう環境で子どもたちに勉強してもら

いたいなどの意見を出していただけたらと思います。 

もう１つの太陽光パネルのところに、芝生化というのが出

てきておりますが、これは、なるほどと思いまして子どもた

ちが遊ぶ姿思いますと、いいかもしれないと思いますし、維

持管理をどうするのかとなると、なるほどと思いましたが、

私の頭では何とも言いがたいです。将来的には、そんな学校

が、イメージできたら良いと思いました。 

 

重なりますが（２）の、先ほど、言っていただいたよう
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に、環境にやさしいというのが、確かに難しいので、何かし

ら効果がわかると言いますか、子どもたちにそれを感じてく

れることを目指しているのだろうと思いますので、学校でそ

ういった施設を作るということは、子どもにとっての教育効

果も考えておられるのだろうと思います。せっかくの施設整

備ですので、もっと目に見えて、何かこうした方がいいとい

うところに繋がるようなところも含めて、伝えていただけれ

ば、学校としても取り組んでいただけると感じました。 

２８に飛びますが、７１ページの図書館のところをお願い

いたします。 

 

施策の２８、学校図書館整備事業について御説明いたしま

す。学校図書につきましては、文部科学省が示しております

標準の蔵書数を基準に整備を行っているところであり、評価

項目であります蔵書充足率は１０２％と目標値を上回ること

ができております。昨年度の外部評価委員の皆様から、今後

も１００％を超えるよう整備を続けて欲しいと御意見をいた

だいておりましたので、児童生徒の増加や図書の入れ替えが

できるよう予算を確保し、充足に努めているところでござい

ます。今後の課題としましては、引き続き１００％を維持し

ていくこととに併せまして、学校とも連携を図りながら、学

校図書館機能の充実を努めてまいりたいと思います。以上、

簡単ではございますが御説明とさせていただきます。 

 

続きまして、（２）、学校図書館支援事業につきまして図書

館の武村から御説明を申し上げます。こちらは市内の全小学

校への図書の巡回配本事業ブックんや、団体一括貸し出し、

図書館見学や職場体験学習の受け入れなどを行っておりま

す。ブックんにつきましては、先ほど片山委員からもコメン

トいただきましたが、例年ですと、長期の休業期間中に私ど

も図書館から各市内１４小学校へ出向きまして、入れ替えを

行っておりますが、今年につきましてはコロナの関係で、先

日も７校ほど私がスタッフとして回りましたが、子どもたち

がいる中での入れ替え作業ということになりまして、例年と

は違った雰囲気で作業させていただきました。子どもたちの

声も聞いていますと、多く読んでくれているみたいで、今年
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は生の子どもたちの声が聞けてよかったと思っています。そ

の他に、学校図書館充実のための支援連携ということで、学

校図書館ボランティアさんの交流会に、私どもの司書スタッ

フの講師派遣や、あるいは図書館の三階に大会議室がござい

ますので、そちらの場所を提供しての支援連携という形を行

いました。この学校図書館ボランティア交流会につきまして

は、平成３０年度までは図書館が主催で行っておりました

が、この交流会の内容を踏まえまして、令和元年度からは学

校政策推進課が主催をしていただいて、図書館からは司書の

講師派遣等々についての協力をするという形に変わったもの

でございます。評価項目はボランティア交流会参加者アンケ

ートによる満足度ということで、最終到達目標値９０％に対

しまして、去年は来ていただいた方全ての方に良いという評

価をいただきましたことから、１００％ということになって

おります。ブックんですが、専用ブックトラックを用意して

おりますことから多くの学校は、図書室の中に置いて、図書

室の本とともに、活用していただくという形をとっています

が、学校によってはブックんだけを外に置いたり、廊下に置

いたり、休み時間等にも気軽に子どもたちに、わざわざ学校

の図書室に行かなくても、通りすがりにぱらぱらと読んで、

気に入った本があれば読むことをしていただいている学校も

あると聞いております。学校図書館へのアンケート調査を実

施して、ニーズを図るということですが、先ほども御意見い

ただきましたが、ブックんは、４セットを学校に回している

ところですが、実はこのブックんの本は、教員ＯＢの篤志家

の方から寄贈をいただいた本ということでございまして、私

どももこのブックんをできたら更新したいと思っています

が、なかなか予算を認めていただくのが難しい状況でござい

ます。先ほど片山委員からも御指摘いただいたとおり、新し

い教科書の内容に沿った形のものに、リニューアルをしてく

にしても財政的な問題が一方であるということもございます

ので、今後はそこの部分を課題ということにしまして、それ

をいかにクリアしていくかということで、財政当局とも協議

を進めてできるだけリニューアルできるように進めていきた

いと思っています。 

また出張ブックトークにつきましては、年々、実施いただ
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ける学校が少なくなっているところございます。当然、以前

はカリキュラムの中に組み込んでブックトークをしていたと

いうことがありましたが、最近では、授業のコマ数も決まっ

ているという中で、私どもとしては、例えば昼休みや、放課

後でも結構ですので寄せてもらうということでアプローチは

していますが、そういう事情があることから、実施校が増え

ていかないというのが現状でございます。こちらの方につき

ましても、さらなる活用を目指して、引き続き働きかけをし

ていきたいなというふうに考えております。以上でございま

す。 

 

それではこの件につきまして、御意見お願いします。 

 

私、このブックんのラックを草津市立図書館で見かけたこ

とがありまして、これは何ですかと質問したことを思い出し

ました。名称が可愛らしくて気に入りました。このブックん

の入れ替えの回数を、もう少し頻繁にできないのかと思いま

した。そして、館長さんのお話を伺って、新しい本を入れ替

えしていくための予算がつかないのは、非常に残念に思いま

したので、子どもたちの読書推進という計画もあるわけです

から、そういうことを考えていくと、ブックんのラックの本

を更新していくということに、多くのお金がかかると私には

思えないですが、全体の予算から、今後も配慮していただき

たいと思いました。出張ブックトークの回数、受け入れ校が

減っているのは、これも非常に残念ですね。図書館には非常

に高いスキルを持った司書さんが何人もおられますし、ある

いはボランティアの方も多くいらっしゃいます。私も見聞き

していますが、子どもと本を結びつけるために、非常に面白

くて有効な手段だと思いますので、是非、働きかけをして、

何とかコマを作っていただけたらと思いました。以上です。 

 

（１）ですが、昨年度の意見と一緒になるかもわかりませ

んが、廃棄の図書と新規購入図書のバランスを十分考えてい

ただきながら、引き続き充足率が１００％以上になるよう

に、予算確保をお願いしたいと思っています。 

（２）ですが、学校ではマイブックという取組がありま
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す。例えば一人一人の子どもたちが、今は読んでいる本はこ

れです、と言って引き出しから、あるいはかばんから出して

いける状態だったり、１時間の授業の中で余った時間や休み

時間の隙間の時間という言い方をしてしまいますが、隙間の

時間に読める状態で、子どもたちが１冊本を持っている状態

にしていくという取組があります。そんな中で、ブックんや

団体セットの貸し出しサービスは非常にありがたいと思いま

すので、今後もお願いしたいと思います。ブックんに関して

は、４領域を考えていただいています。再確認をしていただ

きながら本当にこの４領域で良いのか、予算のことが非常に

気になりますが、確認をしていただきながら、今後も続けて

いただきたいと思います。以上です。 

 

数字のことだけしか見てないので申し訳なですが、蔵書充

足率という率が最低限のものなのかが少し気になって、より

充実させる必要があるのかこれだけあれば、十分だというと

ころなのかを前にお聞きしたのかもしれませんがそのあたり

はいかがでしょうか。 

 

教育総務課の森下です。文部科学省の方が、平成５年に学

校図書の標準冊数というものを公表しておりまして、学級数

に応じて、これぐらいの本を用意しておきなさいという、目

安がありますので、それを目安として蔵書しております。 

 

多くあればあるほど当然良いですが、予算の兼ね合いとい

うことで今は充足率１００％ということが、良い状態だとい

う意味で受け止めました。 

もう１つ（２）のブックんは先ほどから話題になってい

て、予算のことも出てきていました。ここではっきりと、継

続してくださいという形でお願いすることが重要と思います

ので、是非、良い形で進めていただきたいと思います。 

７３ページの施策２９です。よろしくお願いいたします。 

 

施策２９の１つ目、開かれた行動する教育委員会でござい

ます。４名の教育委員におかれましては、以前より、各学校

や地域の行事へ積極的に御参加いただき、御自身の活動から
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得られたことを、定例教育委員会の場で御発言をいただきな

がら、共有していただいているところでございます。昨年度

も、毎月の定例委員会に出席された教育委員全員が活動報告

をいただいておりまして、延べ３回の欠席がありましたの

で、実績としては４５回となっております。昨年度の外部評

価委員の皆様からは、現場や行事などを直接見ていただい

て、皆様の声を反映できるように活動を続けて欲しいという

御意見をいただいておりまして、事務局としましては、引き

続き、行事等の情報提供に努めたところでございます。 

（２）でございます。教育行政情報の積極的な発信でござ

いますが、昨年度も、ホームページの更新や教育広報紙コン

パスを年４回発刊するなど、様々な施策や事業に関する情報

提供に努めたところでございますが、評価項目でありますホ

ームページのアクセス数については、平成２８年と平成３０

年に、見やすくなるように市ホームページの構成を変更して

以降、利便性の向上と引き換えに、集計の対象であるトップ

ページのアクセス数が減少したものと考えております。昨年

度の評価委員さんからは、引き続いての積極的な情報発信

と、ホームページが見やすくなるような工夫という御意見を

いただいており、引き続き、毎月教育長メッセージを掲載す

ることや、更新内容を新着情報に掲載し、目にしやすいよう

な工夫をしてきたところでございます。今後も、ホームペー

ジを使った情報発信を工夫していくことと併せて、市全体と

して、町内会を通じた全戸配布を見直す動きがあることか

ら、教育広報誌コンパスの配布方法についても検討していく

必要があると考えているところでございます。以上でござい

ます。 

 

それでは、この件につきましての御意見をお願いいたしま

す。 

 

それでは、教育委員さんに関してですが、市民の代表とし

て、現場の声とか保護者の声とか、地域の声を聞いていただ

けるように、学校行事やイベントの情報提供を教育委員さん

にしていただけるとありがたいと思います。それで感じてい

ただいたことを、定例教育委員会で御発言していただければ
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ありがたいと思っています。 

（２）のことですが、教育長メッセージ等、毎月更新のこ

とですが、ホームページの更新やコンパスの発行で、教育行

政の情報を積極的に発信し続けていただければありがたいと

思っています。以上です。 

 

ほとんど同じで、付け足すことはありません。 

 

教育委員さんの発言というのが平成２７年から２８年の間

に急激に増えていて以降はずっと同じくらいということで、

このあたりで何かあったのでしょうか。 

 

聞き及んでおりますと、以前の教育委員会ではあまり御意

見の方が出てなかったというところがあり、昨今の教育委員

会の中では、教育委員さんが積極的に発言をいただいている

というところでございます。 

 

本当に重要な形で発言いただいていると私も聞いています

ので、是非続けていただきたいと思います。（２）の方は、今

後の課題ですが、コンパスの紙媒体の配布の代替策を考えて

おられるのか不安ではあります。手元にあるものは見やすく

目につきやすいです。ただ、組長さんを通して配布すること

が難しいだろうという部分もあると思います。そこは何とか

ものとして残して欲しい希望はありますが、具体的にはどう

のように考えておられますか。 

 

今、町内会長、町内会への負担が大きいということで、所

管部署の方から全戸配布の見直しを進められております。そ

の中で、まだ具体的な検討をしてないですが、例えば回覧に

するとか、そういった手法もあるのかと個人的には思ってお

ります。 

 

回覧にすると、実際は見なくなります。これは回覧を回し

ている立場ですが、今、町内会の負担の問題がありますとお

っしゃっておられましたが、これだけが負担になるというこ

とはないと思います。私の住んでいるところでは、広報の間
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に挟んで配られます。大体開いてみるとコンパスが入ってい

ることは、皆さんも御覧になっていますので、回覧にすると

いうのは、どうなのかなと思います。 

 

あくまで私個人の意見でございまして、まだこれから、今

の意見を承りながら考えていきたいと思います。 

 

次、施策３０です。お願いします。 

 

施策３０の教育施策に関する幅広い議論でございますが、

昨年度は１回の総合教育会議と１２回の教育委員会協議会を

開催しまして、各種教育施策について議論、検討を行うとと

もに、市長部局とのさらなる連携の強化を図ったところでご

ざいます。昨年度の外部評価委員の皆様から、市長部局との

連携と、総合教育会議での学校の取組を市長にアピールする

ことについて、御意見をいただいておりましたので、学校の

取組についての総合教育会議を開催する予定でございました

が、新型コロナウイルス感染拡大を受けて中止したところで

ございます。引き続き、教育委員会協議会での課題認識と情

報共有に加えて、総合教育会議を通じた市長部局との連携を

深めていくことと併せまして、今後の教育施策に繋がるよう

なテーマを選定していきたいと考えております。以上でござ

います。 

 

それではこの件に関しましてお願いいたします。 

 

各校の代表となる校長が、教育長さんを含む教育委員会事

務局の皆さんと話す機会をもちろんのこと、年１回だけで

も、市長さんとお話しして、市長部局と連携できる総合教育

会議のようなものは、今後も必要と感じました。以上です。 

 

法律が変わっていますので、私もよくわからない部分もあ

りますが、教育委員会が、今もなお、委員会と称していると

いうことには深い意味があると私は思っております。市長部

局との連携はもちろん結構ですし、必要なのだろうと思いま

すが、教育委員会の独自性とか主体性、それが前提になるか
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と思います。実際は、市長さんの意向が非常に強く反映され

ているというところも見聞きいたしますが、市長さんは選挙

で直接選ばれているわけでいろいろな考え方の方がいらっし

ゃいますし、御意見もいろいろお持ちの場合があるわけです

ので、そういったケースもちゃんと考えておいて、教育委員

会は教育委員会、そして、こうであるということを常に基本

線を持っていただきたい。非常に基本的なことで申し訳あり

ません。 

 

今、改めてお話聞いて、学校の校長先生が自校の取組等を

紹介していただいて、市長、市長部局に知っていただくと、

直接的な形で、そういった取組を感じていただければそれを

さらに教育に生かしたような支援をいただけるのではないか

と思います。 

最近の話でいうと、草津はＩＣＴがすごく先進的で、全国

でも本当に進んでいます。そこは市や市長の意向もあるとい

うことを聞きますので、そういったところは、全国的に誇れ

るところです。そういった意味でも、このような取組が、実

際の状況がわかる機会ですので大切だと感じていただきたい

です。よろしくお願いいたします。 

それでは次へ進めさせていただきます。７９ページ、施策

３１です。よろしくお願いいたします。 

 

失礼いたします。７９ページ８０ページの、施策３１生涯

学習機会の充実を図ることにつきまして、生涯学習課の方か

らは、（１）、（２）について御説明をさせていただきます。ま

ず、（１）大学等と連携した専門的な学習の充実につきまして

は、立命館大学との共催事業として、５回の連続講座で、立

命館びわこ講座を開講いたしました。テーマは毎年、受講生

を対象に実施しているアンケート調査をもとに、市民の関心

の高い分野を立命館大学と協議しながら設定しております。

令和元年度のテーマは「近江を学ぶ 草津を識る」とし、「持

続可能な社会に向けて～琵琶湖・草津からの発信～」をサブ

テーマといたしまして、立命館大学や滋賀県立大学の先生方

に講義を行っていただきました。昨年度御意見をいただきま

した、受講生が地域の力になってもらえるよう繋げて欲しい
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という御意見につきましては、講義の会場で学びの地域支援

講座や学習ボランティア育成を目指すゆうゆうびと講座など

のチラシを配付いたしまして、受講生の学びをさらに生かし

ていただけるよう、地域での新たな活動への誘導に努めてい

るところでございます。今後の課題といたしましては、大学

と連携した講座を引き続き開講いたしますとともに、講義テ

ーマの精査や広報手段の検討を行い、新たな受講者の獲得に

努めていきたいと考えております。 

続きまして（２）学習情報の活用につきましては、講座や

イベント等の情報を集めた生涯学習ガイドブックを紙ベース

で発行し、あわせて市ホームページにも掲示し、生涯学習の

きっかけづくりに努めました。その他、生涯学習課が進める

学習講座のうち、講演者の了解を得られたものにつきまして

は、一部ではございますが、えふえむ草津の御協力のもとオ

ンデマンド化し、いつでも学べる環境づくりの創出に努めて

いるところでございます。今後につきましては、紙媒体やイ

ンターネット等の様々な媒体を活用しながら、さらに学習情

報の発信に努めてまいりたいと考えております。以上でござ

います。 

 

続きまして、施策３１のうち、（３）、図書館の運営事業に

つきまして、図書館の武村から御説明を申し上げます。こち

らの方は図書館の運営事業全体のことについて記載をさせて

いただいております。昨年度、新規事業として、市内の子ど

も食堂へのニーズに合わせた団体セット貸し出しサービスを

始めました。やはり図書館を利用したことも、なかなか利用

しづらい子どもたちもいるということで、アウトリーチ型の

サービス展開をしようということで、市内の４ヶ所にある子

ども食堂への、団体貸し出しセットサービスや、読み聞かせ

などを行ったところでございます。また、市役所の他課や、

市役所外の他機関との連携事業ということで、いろいろなセ

クションと共同事業で、いろいろな展示でありますとか、い

ろいろな習慣啓発等に合わせて図書館でも実施したというこ

とでございます。評価項目につきましては利用者アンケート

の総合満足度ということで、８０％を目標値としておりまし

たところ、これを、もう先ほど御案内をさせていただきまし
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たとおり、４項目から普通を加えた５項目に変えたところ、

昨年度の実績としては５７.６％ということになりました。た

だ、アンケートの内容につきましては、非常に多様化多角化

しておりまして、大変手前みそではありますが、職員の応対

については概ね満足をしていただいているということです

が、近隣市に非常にすばらしい図書館ができた関係で、草津

市の図書館でも、そのハード面における充実を求める声を非

常に多くいただいておりまして、そこの部分については今の

施設で充実するということは、課題と分析をしております。

昨年度の評価委員様からいただいた意見に、アンケートなど

で集めた利用者の声を生かした運営をして欲しいということ

ですが、今申しましたとおり、利用者アンケートにおける意

見のうち、資料の充実についてという意見が２０％を占めて

いまして、そのうち、破損、買い替え、購入についての御意

見が８３％に及んでいるということで、やはり図書館の根本

的な部分であります資料の充実、やはり、特に児童書だと、

どうしても傷みやすいですし、そういう資料を買い替えたい

のですが、先ほども申しましたが、予算措置が難しく、一方

で、芥川賞、直木賞受賞作品については、当然もう需要が高

まりますので、副本を何冊も買いますが、予約の順番待ちが

非常に長くなるということで、満足度を高めることができな

い要因の１つになっていると分析であります。 

レファレンスサービスの向上についても調査をさせていた

だきましたが、こちらの方につきましても、やはりレファレ

ンスサービスの充実、認知度向上に努めることが必要かと思

っていますし、特に土日におきましては、館内オーパックと

いいまして、資料の検索機がありますが、こちらの方が非常

に混雑しますので、それを補完する意味でも、図書館内での

フリーＷｉ－Ｆｉを整備していく必要があるというふうに考

えておりまして、今年度は草津市立図書館の方でフリーＷｉ

－Ｆｉの整備、導入をしていく予定でございます。簡単です

が、以上です。 

 

それではこの件につきまして、お願いいたします。 

 

それでは、（１）と（２）を続けてお話をさせていただきた
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いと思います。いつでもどこでも誰でも学習機会を選択でき

るというような生涯学習の理念というものを大切にしなが

ら、大学等々との連携をした専門的な学習の充実をされてい

ることはすばらしいと思っています。その中で、学びの地域

支援講座や、ゆうゆうびとバンクのチラシの配付や、あるい

はゆうゆうびと講座等を開いておられるのは非常に良いこと

で、ここに大学の先生を招くような考えがあるということは

すばらしいと思っています。これは個人的な意見なのですが

小学校に勤めているときに、大学生を招いたり、大学の先生

に来てもらって授業をすることがありましたが、大学に行く

というような視点があると、子どもはすごく変わります。こ

れが大学だとキョロキョロしながら、学びだけではなく、そ

こに行くこと自体がすばらしいことだと思っています。そん

な中、この生涯学習課の視点で、いろいろな市役所だけでは

なくいろいろな場所で、いくつかの大学という場所で、その

講座というものが開けないかと思っていますが、私も６０歳

超えていても、大学で学べるのはわくわくするようなころが

あります。立命館大学が近くにあるのは草津の強みでありま

すし、糸乗先生がここにおられるのであれば、立命館大学だ

けではなく滋賀大学の方で環境のこともいろいろ教えてもら

うというのも１つだと思います。来年だけではなく、今後来

てもらうだけではなく、こちらから行くという見方をしても

いいかと思いました。 

（２）ですがもう課長さんおっしゃっていただいたことに

はなりますがアナログからデジタルに進んでいっている中

で、紙媒体とインターネットやＳＮＳ等は２つの見方で、発

信していく必要があるかなということを思いました。以上で

す。 

 

生涯学習は、大変重要だと長年思っておりますので、いろ

いろな意味で、充実させていって欲しいと思います。学びの

後で、出口が用意されているというような学びを市民は要望

していますが、でも考え方を変えれば、学べば学ぶほど、出

口が遠くなっていく学びも大切だと私は思っておりますの

で、テーマ設定にもよりますが、多様な学びの内容を取り上

げていただけたらと思います。こういう機会提供を是非続け
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て欲しいと思います。 

図書館の方ですが、先ほどのアンケートのところに出てき

ましたように、資料の充実に尽きると思います。それに付け

加えますと、図書館の司書さんを大事にして欲しいというこ

とです。数を減らすことはなさらないでいただきたいです。

司書さんは普段の仕事で、どんどん力をつけていき、それが

市民サービス返ってくる、そういう性格の仕事ですので、資

料も図書館員さんも大事にして欲しいことが私の願いです。

以上です。 

 

ＳＮＳとか、Ｆａｃｅｂｏｏｋとかやったことがないので

わかりませんが、例えば、地域のインフルエンサーのような

影響力のある方が発信されるとすごく広がるので、草津なら

ではの方や滋賀ならではの方の力をお借りするのも、あるの

かと感じていました。 

もう１つ図書館で、今までもですがアンケートをして、そ

のアンケートに対しての対応は頑張ってされているというと

ころはすごくわかりました。予算的に難しいというところも

当然出てきますが、やはりアンケートをした方としてはどう

いう対応がされているかを知る機会、また意見ができる機会

があるとより協力も得られる気がしました。アンケートに関

してはそれに対して何か返ってくるものがあるということが

大切だと感じました。 

 

図書館の武村でございます。今、委員長から御案内があり

ました。アンケートですが、毎年調査通告書を出させていた

だいていまして、その中で一定の質問項目に対する数値の部

分は当然のことながら、引用記述について御意見いただいた

ことに対しての回答も、司書が分担して、全て書いて、それ

もオープンにしております。御意見いただきましたとおり予

算措置上の部分で難しいという部分もありますが、例えば、

今、寄贈をいただくことも多々あります。そういう形で、で

きたら今こういう本が、市民のニーズが大変高いので、寄贈

をお願いするということで、ホームページ通じて、お願いを

させていただいておりますし、今の資料費の中で、やりくり

をして、先ほどブックんもありましたが、例えば、１０ある
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予算のうちの１とか０.５をブックんに回すなど、やりくりを

して、できるだけ皆さんのニーズが叶うような形の執行をす

るように心がけております。以上です。 

 

次が３２です。お願いいたします。 

 

失礼いたします。８１ページ、８２ページの施策３２、生

涯学習施設の整備充実を図ることにつきまして、御説明をさ

せていただきます。平成２５年に策定されました草津市文化

芸術機能等施設整備基本計画では、芸術文化館機能である展

示機能と歴史伝統館機能である文化財の展示収納機能を整備

することとなっておりますが、その後、状況等の変化がござ

いまして施設の整備には至っておりません。ただいま建設中

の（仮称）市民総合交流センターで、市民の美術展覧会が開

催できる展示機能を持たせるよう調整を行っており、また、

文化財等の展示収納機能につきましても、草津市文化財保存

活用地域計画の策定過程において検討を行っていただいてい

るところでございます。こうした状況につきまして、文化振

興審議会の方に報告をさせていただきました。また、昨年御

意見をいただいておりました、引き続き専門の審議会におい

て議論を続けて欲しい、また、新たな施設が教育活動にどの

くらい役立つのかという視点で考えていって欲しいという御

意見につきまして、引き続き文化振興審議会で検討してまい

りたいと考えております。以上簡単ではございますが、説明

にさせていただきます。 

 

ではこの件につきましてお願いいたします。 

 

芸術文化館機能と歴史伝統館機能の視点を大切しながら、

今後、クレアホールや、あるいは（仮称）市民総合交流セン

ターの活用方法については、専門的な審議会で議論を重ねて

いただければと思っています。以上です。 

 

市民総合交流センターが、具体的にわからないので、コメ

ントしづらいところですが、草津市の全体の計画の中で動い

ているということで、こういった形で、希望する部分で展示
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してその先に、教育を視点に置いた生涯学習を市民が望んで

おられるので、是非そのような形で努力していただければと

思います。具体的に見てみたいと思えるような形で期待して

います。 

それでは次へ移らせていただきます。施策の３３、お願い

いたします。 

 

８３ページ、８４ページの施策３３、学習ボランティアの

育成活用につきまして、御説明をさせていただきます。学習

ボランティアの育成活用につきましては、ゆうゆうびとバン

クの登録者情報を冊子化して、市内各所に配置し、地域活動

での講師として活躍する人材情報の提供に努めました。ま

た、講師経験の少ない登録者に経験を積んでいただくための

ゆうゆうびと講座の開催や、令和元年度は残念ながら、コロ

ナの関係で中止となってしまいましたが、このゆうゆうびと

バンクに御登録いただいている方々、また講座の講師となっ

ていただいている方々、登録者同士の交流の場を設ける、ゆ

うゆうびとの集いといったものを企画させていただいており

ました。冊子の発行や、ゆうゆうびと講座、ゆうゆうびとの

集いの企画運営に当たりましては、講座経験が豊かな市民の

方々に参画をしていただいております、ゆうネットくさつサ

ポーターの会で協議を重ねるとともに、サポーターにより、

登録者の方々へアドバイスや支援が行われています。なお、

昨年度御指摘いただきました、バンクの周知による登録者数

の増加や、コーディネーターによる地域協働合校への活用に

つきまして、パワフル交流市民の日など、庁内各課や関係機

関で開催されます各種イベントや地域コーディネーター情報

交換会においても、ゆうゆうびとバンクの周知に努め、登録

者、登録分野の拡大や、学校における活用を啓発してまいり

ました。今後の課題といたしましては、ゆうネットくさつサ

ポーターの協力のもと、受け手側の求めるものを情報収集す

るとともに、登録者の裾野を広げ、登録者同士の交流による

スキルアップを図っていく必要があると考えているところで

ございます。以上でございます。 

 

この件につきまして、御意見をお願いいたします。 
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目標達成度は右肩上がりになっていることはすごいことだ

と思っています。今後も、ゆうゆうびとバンクを周知してい

ただきながら、登録者数を増やして、バンクが活用できるよ

うになっていっていただければと思っています。ゆうゆうび

と講座、ゆうゆうびとの集い、あるいはゆうゆうびとのサポ

ートの会を開催していただきながら、バンク登録者の意識を

高め、より質の高い教育や学びの場が提供できるようにして

いただければと思っています。ただ、その登録者数について

少しだけお話をさせてください。学校での失敗になります

が、学校である地域の方が、地域協働合校を進めていこうと

していました。地域や保護者に、子どもたちに教える特技な

どございませんか、という文書を出そうとしてくださいまし

た。非常に前向きでありがたかったのですが、実は、待って

ほしいと学校は言いました。仮に、集まって学校に登録をし

ていただいたら、学校はその人を何とか活用しないといけな

いという気持ちになってしまいます。学校は教育課程という

ものがありますので全部が全部使いきれない、活用できない

ということがありました。一体何が大事かを考えると、課長

さんが先ほど言ってくださいましたが、ニーズを把握するこ

と、何が求められているのかを大事にしながら登録者数を増

やしていくことが、大きいところかと思いました。以上で

す。 

 

そのとおりだと思います。先ほど別のところで申し上げた

ように、どういう講座を設定していくか、どういうテーマを

設定していくのかは、ある程度調整が可能かもしれないと思

います。 

 

前の施策とも関連して、このベースとなっているゆうゆう

びとバンクは、自ら学びたいという方、バンクに登録される

方がいて、その方々がさらに伝えていこうという部分だと思

います。そこを生かしていくには非常にコーディネートなど

が難しいだろうと感じました。前からずっとこういう形で、

協働合校など全てに関連してくることですので、是非継続す

る努力を続けていっていただきたいということは一番大切な
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ことだろうなというふうに感じます。今御指摘いただきまし

たので、そういったところも、考えていただければと感じま

した。 

それでは次へ進めさせていただきます。１つ飛んで、８７

ページの施策３５をよろしくお願いいたします。 

 

スポーツ保健課から説明をさせていただきます。市民の生

涯スポーツ活動の支援というところで、ここ以降何ページ

か、スポーツ関係が続きますが、また概観をさせていただき

たいと思います。総合型地域スポーツクラブとしてくさつ

健・交クラブがあります。目標値は大分伸ばし気味に来てい

るのですが微増ということになっていますが、年間の延べ活

動者数というふうに考えますと、３万人を超える活動になっ

ていまして、今１１年目を迎えるのですが、市民スポーツを

下支えしている団体になっているところがあります。担い手

の高齢化問題があって、次のページの課題にも繋がっていき

ますが、そこを安定的にする必要があります。 

学校開放につきましては、これも安価な利用料、体育館で

は年間２５００円の登録料、グラウンドでは１０００円とい

うことで、子どもは無料になっています。１９の小中学校の

体育館、１２の小学校のグラウンドを開放していまして、大

変多くの方に利用をいただいています。 

スポーツ大会では、スポーツレクリエーション祭という、

学区と協力した、特に高齢者のニュースポーツや、子どもの

長縄跳びの対抗を取り入れながら、楽しめるような行事をし

たり、チャレンジスポーツデーという、全ての学区、市内３

７会場でいろいろなスポーツを楽しめるような企画、また駅

伝は、お正月明けすぐに、スポーツ少年団や中高校生が多く

参加してくれるような大会、また新しくランフェスティバ

ル、これは民間企業と連携しながらランを楽しむようなイベ

ントで、今年はコロナで延期になって来年になるのですが、

そういった身近なところでスポーツ活動があるということを

これからも取り組んでいきたいというふうに思います。スポ

レクへの参加人数が目標と乖離するのは、前までは市民体育

館と野村グラウンドの両面で使っていましたが、雨天でも、

実施可能なＹＭＩＴのアリーナの中で実施できるように変更



47 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

糸乗委員長 

 

 

片山委員 

 

 

がありましたので、少し人数が減ったというところがありま

す。 

地域スポーツクラブについては、目標７に対して５クラブ

なのですが、１つのクラブが老上、老上西という、２学区を

カバーする取組に変更してくださったので、５クラブ６地域

の皆さんで活動が広がっています。ある地域では、その得ら

れた収入で、教室をされたり講習をされたりということがあ

ったり、また、その原資を使って学校の備品を寄付されたり

とか、その地域ならではの学校開放との結びつきができてい

る部分があるかと思っています。 

次のページを御覧ください。８９、９０ページですが、総

合型地域スポーツクラブについては、先ほど申し上げました

ような取組があるので、継続的に安定的にできるということ

に向けて、事務局と調整をしていくというところです。 

学校開放については、指摘いただいたような、マナーとい

う部分で課題もあるので、そこは学校と、また利用者等も調

整しながらやっていきたいと思います。今年スポーツ推進計

画の見直しがありまして、地域のスポーツクラブの方も含め

て、学校の方にアンケート取っていますので、その意見も踏

まえて、対応をしていきたいと思っています。 

スポーツ大会の充実も、参加者や主催者側の関係者の皆さ

んにも御意見いただきながら、毎年の実行委員会の初めに

は、前回の大会の反省を、今年はどう変えていくのか生かし

ていくのかを取り入れて進めていっております。 

地域スポーツクラブの設立の支援については、先ほど申し

上げましたような、全学区にスポーツ推進の計画策定に向け

た意見を集約する中で、どのようにしていけばいいのかを含

め、意見交換して進めていきたいと思っております。以上で

ございます。 

 

それでは、この件につきましての御意見をお願いいたしま

す。 

 

誰もがいつでも、どこでも、いつまでもスポーツを気軽に

楽しんでいけるというような、そんな生涯スポーツの視点か

ら、あるいは健幸都市草津の視点からの取組されていること



48 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早田委員 

 

 

 

 

 

 

だと思っています。 

まず、（１）のことですが、総合型地域スポーツクラブは、

これはくさつ健・交クラブさんに支援していただきながら、

今後、活性化を図っていくことが大事かなということが一番

大切なことだと思っています。残念ながら目標とするような

会員数は達成できなかったものの、増加傾向にはあるという

ことを、先ほど説明として聞いたところです。もう１つ

（１）の学校体育施設の開放事業のことですが、体育館ある

いはグラウンドの有効活用で、スポーツを気軽に楽しむこと

ができるということは、生涯学習、生涯体育の中では大事な

ことだと思っているので、今後も継続していくべきことだと

思っています。課題に関しては、今まで言われていることで

すが、利用者にどうルールを遵守してもらうか、あるいは毎

日の簡単な掃除だけではなく、年に１回の大掃除もやってく

ださっていますが、それは継続して、中にはＰＴＡの環境整

備作業の時に一生懸命やってくださっているところもあると

思います。課題の１つには、地域スポーツクラブのあるなし

で、学校担当職員の負担が大分変わってくるかと思います。 

（２）関しても、短く話していきます。（２）に関しては、

チャレンジスポーツデーや、健幸都市草津、ランフェスティ

バル。子どもから高齢者まで参加できるような大会は、作っ

ていくべきだと思っています。 

（３）に関しては、先ほども少し言わせていただきました

が、地域スポーツクラブのありなしだと、ある方がいいと思

っていますので、部局が違いますが、学区のまちづくり協議

会や、あるいは体育振興会への働きかけを大切にしながら、

今年度よりも、少しでも多くの設立に繋がればと思いまし

た。以上です。 

 

あまり実態はよくわかっていないですが、（１）の学校体育

施設開放事業ですね、これは非常に多くの方が登録されてい

ると思いながらこの数字を見ておりました。課題のところ

で、利用者のマナーの問題が出ておりますので、これはなか

なか痛しかゆしというか、難しい部分があると再認識しまし

た。住民目線で言えば、学校の体育館というのは最も身近に

ある体育施設になりますので、大きな立派な体育館に行くの
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は難しくても、夕方や土曜日にでも皆とスポーツを楽しめる

という点では、学校の体育館というのは非常に使い勝手がい

いというので、登録が増えるのも無理はないかと思います。

ですが、学校に対して何らかの負担が関わってくるのであれ

ば、会議でしっかりと利用者の方たちと調整を図っていただ

きたいと思いました。以上です。 

 

総合型地域スポーツクラブという形で、スポ少もあるかと

思います。その関連では経験をしたことがあるので、学校の

施設とか多く利用させていただいていたのですが、こういっ

た形で、いろいろなサポートを受けて施設を使わせてもらえ

ている意識がなかったと感じます。サポートを受けているの

であれば、マナーは当然守るべきで、協力する部分も含め

て、いろいろなイベントや行事とかにも参加に結びつけば良

いと思います。以前は声がかかってきて参加できていたとは

思いますが、さらにそういったことが定着すれば、毎週の活

動プラス大きなイベントへの参加にも繋ぎやすいと思います

ので、是非そういう形で繋いでいって欲しいと感じます。 

それでは、次に、３６ということで、９１ページの方で

す。続けてお願いいたします。 

 

続きまして、競技スポーツのところです。１つ目がスポー

ツ協会等の支援ということで、スポーツ協会は各種競技団体

を持っておられますが、団体の皆さんが多くの大会に参加を

いただいて、上位の成績を目指すということを取り組んでい

ます。近年では、県内で４位、５位というところですが、競

技団体さん同士で声かけながら、さらに上を目指すというこ

とを進めていただいていて、そのサポートをしているという

ところです。 

国体選手育成に向けて、個別の選手育成は、県が主体とな

っていますが、市町のレベルで言えば、競技レベルの高い人

を講師に招いた、例えばソフトバンクの松田選手や、東レア

ローズのバレーボール、レイクスターズというように、身近

にスポーツ選手、プロスポーツ選手がおられるので、そんな

皆さんと連携しながら、ジュニアスポーツフェスティバル等

でいろいろなことを子どもたちも体験してもらいたいという
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ことで進めていきたいと考えています。 

（３）、プロスポーツのところでは、ＭＩＯというサッカー

チームもありまして、そこと連携しながら、夢先生事業、最

近では、なでしこジャパンで活躍された方が、今そのコーチ

をされているので、澤 穂希選手と一緒にチームだったよと

いう方が、子どもたちの目の前でサッカーの姿を見せたり、

夢を描いて全日本の選手になったというような話をしていた

だいたりしておりました。コロナの関係で回数が減ってしま

ったことが残念ですが、引き続き取り組んでいきたいという

ところがあります。課題等々がございますが、この取組、大

変皆さん頑張っていただいているので、引き続きネットワー

クを広げながら、またＹＭＩＴアリーナという新しい施設も

でき、これからプールもできていきますので、そのようなこ

とも含めて、ハード、ソフトともに取り組んでいきたいと考

えています。以上でございます。 

 

それではこの件につきまして、御意見をお願いいたしま

す。 

 

（１）に関しては、スポーツ協会の活性化に向けての支援

を、今後も引き続きしていただきたいと思っています。 

（２）に関しては、昨年度の外部評価委員の意見等もその

とおりと思いますが、小さいうちはいろいろな運動に関わら

せていくことが大事だろうと思います。１つのスポーツだけ

ではなく、就学前からいろいろなスポーツを楽しませて、ス

ポーツの楽しさを味わわせることが大事だと思います。一

方、滋賀国体のことだけを言うと、ラグビー協会の方から強

化選手になったのでよろしくお願いしますというふうに、一

部のスポーツに特化して励んでいるという実情もあります。

（２）のことで、私の話ですが、去年、滋賀レイクスターズ

のバスケットの選手を何名かお呼びしました。その中の１人

に２メートルを超える選手がいましたが、その選手を見ただ

けで子どもが憧れてしまいます。廊下を歩いてたまたま一年

生に出会ったときに、本当にびっくりするぐらい喜びまし

た。なので、プロの選手に触れ合うことは、そこに憧れのよ

うなものがあって夢でもありますので、プロや何かの競技で
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頑張っている人に出会う機会は、ＭＩＯ、あるいは滋賀レイ

クスターズだけではなく、松田選手、東レアローズの選手な

どいろいろ言ってくださいましたが、いろいろ発掘していた

だきながら、子どもたちに出会わせるようなことを考えてい

ただきたいと思いました。以上です。 

 

（２）に関係があると思いますが、初めの方で、片山委員

さんが、今の学校の子どもたちの体力の二極化のことをおっ

しゃったと思いますが、こうしたスポーツに関しても、小さ

いときから、いろいろな機会を与えられていろいろな教室へ

行って、その力を伸ばせる子どもがいる一方で、全くそうい

う機会に恵まれない子ども多分いるだろうと思います。嫌い

ということではなく。そうなると学校を通して、そういう子

どもたちも、自分の好きなスポーツを見つけてもらい、ある

いは、こうなりたいという夢を１つでも持てるようになるよ

うな、そんな機会は大事にして欲しいと思いました。非常に

漠然としておりますが、自分の子どもだけが、そのスポーツ

の才能を伸ばしていく恩恵に預かれるというのは不平等に思

いますので、そこはやはり行政がカバーして欲しいというと

ころです。以上です。 

 

いろいろな形で、スポーツに接することで、最終的にはそ

の成果として、体力測定でも、しっかりとした形としてわか

るような結果になっていくと思いました。全員がある程度良

くなるというものが最終的には大事だと思いますし、その中

で突出してできる子も一定数いて、今、上位の方に少し入賞

しているのは、突出した子どもたちがいてくれているおかげ

と感じます。できるだけ全体的に上がるのが理想だとは思い

ます。そういう意味では、プロ選手と出会うという部分を見

てみたいなと思うぐらいですが、今、小学校が中心にされて

いるということで、中学校ぐらいでも意識が高まるかと思い

ます。既にされているかもしれないですが中学生も非常に影

響力あるのではないかと感じました。何か機会があれば、中

学校の方でも考えていただけなかと思いました。 

 

今まさに取り組んでいることを応援してくださっていると
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思いました。チャレンジスポーツデーでは、いろいろな地域

でいろいろな競技ができ、そういう小さい頃から出会いの場

を作れるので、全小学校については、ジュニアスポーツフェ

スティバルで大学生のお兄ちゃんお姉ちゃんといろいろなス

ポーツを体験したり、身近にプロスポーツが多くあるので、

できるだけ積極的に提案していきたいということを今、努め

ていますので、そのことを応援していただいていると思いま

した。サッカーのＭＩＯについては、今、部活動へのサポー

トもできないかいうような話をしていて、小学校から中学校

へ進めていきたいと思います。 

 

よろしくお願いいたします。それでは次へ進めさせていた

だきます。３７番です。よろしくお願いいたします。 

 

引き続きスポーツ保健課です。社会体育施設の整備充実に

ついては、これまでも取り組んでおりますが、特に活用の満

足度ということについては、当初からは、もっと幅広くお客

様のニーズを聞こうということで、インターネットでのアン

ケートにも取り組みまして、回答者数が格段に増えたという

こともありまして、一旦は満足度が下がったのですが、一方

でより多くのいろいろな御意見を伺うことで、満足度の向上

に繋げていきたいと考えています。その要望の中には、例え

ば予約を現地まで行かないといけないという意見がありまし

て、インターネットで予約ができないかなども含めて、検討

していきたいと考えています。社会体育施設の課題のところ

では、新しい施設ができたので、その活用ということを御意

見いただいています。バスケットやバレー、いろいろな大会

がこの場所でされるようになってきましたし、するスポーツ

に加えて、観るスポーツ、今後国体に向けてボランティアと

いうことで支えるスポーツ。スポーツに関わっていろいろな

楽しみ方がありますので、これらの施設を使って進めていき

たい、また、まちづくりにも生かしていきたいと考えていま

す。 

 

それでは、この件につきましてお願いいたします。 
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新たな体育館としてＹＭＩＴアリーナができたということ

で、実はまだ行っていないですが、ここへの利用者を増やす

ために一体何をしていくかということは、考えていくべきか

と思います。既にやっていることではありますが、プロの選

手のお招きや、するだけではなく見るというような説明もあ

りましたが、是非とも、今までどおりお願いしたいと思いま

す。以上です。 

 

使いやすさということで、先ほど、インターネットでの予

約というのは、今はそう言う流れだと思います。特にコロナ

で、なかなか現地で予約をするのが難しくなってきていま

す。良いか悪いかと言われるとわかんないですが、インター

ネットで今の予約状況が見えたり、自分が登録できたりする

のは、使いやすさに繋がると個人的にも思いますので、是

非、そういった部分で、使いやすさが大事なことだと思いま

す。愛着や密着という部分がここの意見にも、前から上がっ

ていますので、使いやすさがそういうところに繋がっていく

と感じました。 

ここはよろしいでしょうか。次に行かせていただきます。

３８番、９５ページです。よろしくお願いいたします。 

 

文化財の保護と活用の推進につきましては、歴史文化財課

と草津宿街道交流館の方で御説明させていただきます。まず

１つ目の埋蔵文化財調査事業につきましては、文字どおり、

地中に埋められた文化財を発掘調査する業務でございます。

基本的には、土地の開発によって地中の遺跡が失われること

を前提に記録調査するといった業務でございまして、これま

でに目標に定めておりました８万８０００平米のうち、８６.

９％の調査を終えたところでございます。これにつきまして

は、その時点その時点でのメーカー開発等の波がございます

ので、これが１００％になるということが目的ではなく、予

定された事業が先送りになったとか、そういったことではご

ざいませんので、その結果で８６％ということでございま

す。この事業につきましては、昨年度の評価委員会の中で、

計画を策定する中で、教育に生かせるように、こういった出

土遺物等が展示できるようなスペースの整備などを検討して
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欲しいというような御意見をいただいておりました。この期

間の中で、改めて展示スペースを確保するということには至

っておりませんが、昨年度は草津宿街道交流館におきまし

て、埋蔵文化財をテーマとした企画展、これまでにはない文

化財を中心とした展覧会を開催させていただきました。その

他、小中学校の職場体験におきましては、実際の出土遺物に

触れていただくような体験を実施いたしておりますほか、大

型ショッピングモールにおきまして開催したイベントでも、

現物の遺物を持っていって、子どもさんを中心に見ていただ

くような機会を設定させていただいたところでございます。

今後の課題といたしましては、今年度、文化財保存地域計画

というのを策定いたしまして、その中にも資料館整備の検討

と整備という項目を挙げておりますが、こういったものをい

かに実現させていくかというのが、今後の課題かと考えてお

ります。 

続きまして、２つ目の史跡草津宿本陣保存整備事業でござ

います。こちらの事業は、第二次保存整備計画と申しまし

て、最初に平成８年度にこの本陣の公開を始めました。その

あとに公開エリアにございます、いくつかの蔵を修繕するこ

とが第二次計画でございます。その計画自体は、目標の欄に

ございますように、平成２９年度の８３％。ここで一旦、目

標を達成した状態でございますので、その後８３％は続いて

おります。これにつきましても、当初予定した整備につきま

しては終了しております。昨年度の御意見としては、草津宿

本陣と併せて市内の他の文化財につきましても、保存継承す

ることを検討されたいという御意見をいただいておりまし

た。令和元年度に史跡草津宿本陣につきましては、保存活用

計画を策定いたしましたほか、史跡芦浦観音跡こちらの整備

基本計画を策定いたしました。また、文化財保存助成事業と

いうのがございまして、市内の各文化財の保存活用されてい

る所有者の方に補助金を助成していくものでございます。こ

の項目の課題でございますが、昨今、地震や火災で文化財が

失われることが多くなっておりますので、本陣につきまして

も、耐震性を高めるという必要性が出てまいりましたので、

今度耐震調査をして、今後どのような整備を進めるか、さら

に検討を進めているところでございます。 



55 

 

 

草津宿街道交流館館長補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

糸乗委員長 

 

早田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、草津宿本陣管理運営事業でございますが、草津宿街

道交流館から説明させていただきます。この事業につきまし

ては、草津宿本陣という文化財を活用した様々な取組でござ

いまして、公開と啓発事業を行っております。入館者数につ

きましては、昨年度は街道交流館２０周年記念事業を展開い

たしました効果もございまして、若干昨年度より上昇してお

ります。事業内容といたしましては、季節ごとの本陣を感じ

てもらうことを目的とした本陣四季彩々事業や、本陣を身近

に感じてもらうことを目的といたしました子ども向けの謎解

き事業などの他に、昨年度は草津宿本陣に残る歴史資料の調

査により、新たに判明した内容を速報展として公開をいたし

ました。今年度におきましては、コロナウイルスの動向に注

視しながら開館しておりますが、こういった状況にあります

ことから、ＳＮＳ等の電子媒体における情報発信に力を入れ

ていかなければならない年になると考えているところでござ

います。以上です。 

 

それではこれにつきましての御意見、お願いいたします。 

 

非常に時間とお金のかかるお仕事だと思います。よくわか

っておりますので、御苦労も多いと思いますが、例えば

（１）につきましては、できるだけ早く総合的な歴史博物館

に相当するものが、草津にもあればと思っております。構想

としては随分以前からお聞きしております。場所的な問題が

あって、延び延びになっているのかと思いますが、いろいろ

な発掘調査したものを実際に見せていただいたり、出てきた

ものを拝見しておりますので、これを何とか市民に還元す

る。保存だけではなく、実際に見て、市民たちが地域の歴史

を学んでいく意味で、活用に役立てて欲しいと強く思ってお

ります。簡単にはいかないと思いますが、限られた条件の中

で、最大限趣旨に沿った活動をいろいろ考えていただいて、

繋いでいっていただきたいと思います。そういう点では、昨

年のイオンモールでのイベントなどは、これは市民にとって

もなかなか良い出会いの機会になります。これは私も行って

みて、なるほどと思いました。一見、雑踏の中で考古学をと
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思いますが、特に子どもたちは、興味を持ちますので、そう

いう機会も是非、ワークショップのやり方もあると思います

し、今はどうなのかわかりませんが、一昔前でしたら子ども

たちの遠足のコースに、草津市内の遺跡が入っていたように

思いますので、積極的に活用していただきたいと思います。 

（２）は、本陣の保存整備事業も、本当に長く続いている

と思います。大事にしながら、積極的に市民に入ってもらお

うとする工夫をされておりますので、面白いことやっておら

れるなと思っております。草津宿街道交流館というのは、私

も本当にわずかしか拝見したことないですが、唯一の展示ス

ペースということになりますが、ここの意見にも出ていたと

思いますが、いろいろなテーマ、いろいろな視点からの文化

財というものを一度に見たいという思いが市民は非常に強い

ので、同じことを申し上げますが、博物館構想というのをつ

ぶさずに、是非持っていただきたいというふうに思います。

以上です。 

 

（１）ですが、古墳がある草津でもあるので、現在までの

いろいろな発掘によって、先人の生活が明らかになるという

浪漫、魅力を感じていますので、それが伝わるようにしてい

ただきたいと思っています。説明にもありましたが、ショッ

ピングモールでのイベントの開催や、いろいろな取組をされ

ています。今後、去年と一緒ですが、展示するようなこと

で、草津の良さを市民にこれからも啓発できるように願うば

かりです。 

（２）です。本陣というものが、現存する全国でも最大級

の建物遺産でもあります。本陣を市民でもまだ知らない人が

いるかと勝手に想像していますので、その遺産を保護、継承

していただきながら、これも市民への発信や全国への発信を

続けて欲しいと思います。 

（３）です。リピーターの確保については納得しました。

リピーターというのはものすごく魅力を感じている人です。

この人たちが発信できる人でもあると考えると、リピーター

も大事にしていかないといけないと感じました。以上です。 

 

改めて、草津にも多く史跡などがあるということで、私、



57 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴史文化財課長 

 

 

 

 

 

 

糸乗委員長 

 

 

歴史文化財課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結構古墳が好きなので、見に行きたいと個人的には思ってい

ます。博物館構想がもしあれば、是非、お願いしたいと思い

ます。遺跡などを保存するのは、その場に近いものが一番良

いとは思いますが、立地のことを考えると、例えば本陣に近

いところは難しいとは思いますが、できるだけ周りの環境と

かも含めた形で、整備していっていただきたいと思います。

最終的には、ここに何度も繰り返し書かれているとは思いま

すが、市民やそこを担ってくれる子どもたちへの発信が、大

事だと感じますので、意識を常に持っていっていただきたい

と思います。 

 

史跡の近くで見る場所を、というような御意見につきまし

ては、歴史文化基本構想の中では、３つの本市の特色がある

ということを導いておりまして、それぞれの史跡の文化財群

の整備と併せて、公開施設を設置することも視野に入れてと

いうような記載もございますので、そういった方向で考えさ

せていただきたいと思います。 

 

次に移らしていただきたいと思います。３９番をお願いい

たします。 

 

３９番の郷土愛を育む地域づくりにつきましても、歴史文

化財課と草津宿街道交流館で御説明させていただきます。

（１）の文化財保存助成事業につきましては、先ほど若干触

れさせていただきましたが、市内には９４件の指定文化財が

ございますが、その保存につきましては、修理が必要であっ

たり点検設備が必要であったりなど、様々な所有者の負担が

出てまいります。民俗文化財につきましては、保存、今後の

継承について、非常に苦労されているのが実態でございま

す。そこへ補助金を交付することによりまして、負担の軽

減、あるいは継承が存続されることを目的にしております。

例年、２２件程度の件数で御申請をいただいておりまして、

その件数分につきましては、毎年、全ての所有者、保護団体

に交付しているということで、１００％が続いているという

状況でございます。先ほどいただきました、地域に合わせた

文化財に対してどのようにとらえて、どのように施策を打っ
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ていくかというような御意見をいただいておりました。何度

も申し上げていることになってしまいますが、歴史文化基本

構想を策定した中では、本市の歴史的特色というのが、信仰

という部門、それから街道という部門、さらには生産という

部門のその３つに大きな特色があるということを導き出して

おります。地域によってそれぞれ取組が違うというような話

も出てまいりましたが、地域ごとに特色があるということを

記載しておりますので、さらにそれを具体的にアクションプ

ランとして、草津市文化財保存活用地域計画を令和元年には

策定をさせていただきましたので、今後の課題はその計画を

いかに実現していくかと考えております。 

 

次に（２）でございますが、草津宿街道交流館の事業でご

ざいます。こちらも２０周年記念事業の効果もございまし

て、入場者数につきましては前年度より上昇させることがで

きました。昨年度は大草津展と銘打ちまして、２０周年記念

事業の中で、歴史編、民俗編、考古編と、３つのテーマに分

けまして、草津市の歴史文化を企画展として実施いたしまし

た。その他、本陣歴史資料調査と、青花紙の保存育成事業の

継続を実施いたしまして、本市の貴重な歴史の解明と保存継

承に取り組んでまいりました。 

次に、（３）の学校連携事業でございますが、これは、子ど

も向けのみちくさラボ事業を、学校の協力を得ながら展開い

たしますとともに、見学会、出前授業、職場体験、体験学

習、それぞれ、いろいろなものを通じて子どもたちにふるさ

と草津の歴史を知ってもらいまして、また体験してもらうこ

とによりまして、郷土愛の醸成に努めたところでございま

す。昨年度は目標値が達成できませんでしたが、今年度は、

そういったことも踏まえまして、まずは学校の先生方の目に

止まるようとなるような、出前授業のメニューの増加や内容

の確認が必要ではないかと考えているところでございます。

以上です。 

 

これにつきまして御意見をお願いいたします。 

 

（３）の方からをお話させていただきますが、小学校の出
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前授業を２件実施したとなっておりますが、これは非常に大

事な取組で、是非とも広げて欲しいと思います。 

学校側にもスケジュールがあって難しいのかもしれません

が、もっと多くの子どもたちに、例えば実際の発掘物を見せ

るということもできますし、専門の学芸員さんがきちんとお

話をしてくださることもあると思いますし、文化財保護活用

を未来に引き継いでいくという意味で大事な取組と思います

ので、是非続けて欲しいと思います。 

それから（２）の街道交流館、これは街道に特化した、非

常に珍しい博物館かと思いますので、その特徴を最大限に生

かして、調査研究とそれを発信していく。特に草津市民にも

っと知ってもらいたいと私も、常々思っておりましたので、

何か工夫をしていただきたいと思います。 

（１）文化財保護助成事業ですが、今後の課題のところに

書かれておりますように、未指定の建造物以外に、有形文化

財が多数存在するということはかねがね伺っておりますの

で、時間やお金がかかるとは思いますが、息長く、調査を進

めていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

草津には南笠古墳や木瓜原遺跡、草津宿本陣、芦浦観音寺

など、大切な遺産があると思います。（１）に関しては、助成

事業として２２件に対して補助金をとおっしゃっているので

すが、市民の中で、自分のものは補助金対象にならないのか

と疑問を持つ人が出てくることを心配してしまいます。 

もし、事業の動きがあれば、教えていただきたいと思いまし

た。子どもに関してですが、歴史好きな子どもの支援になる

ことや、あるいは、子どもが胸張って草津を語れるようなこ

とに繋がればと思いました。以上です。 

 

お尋ねをいただきました、文化財への保護助成につきまし

ては、国県市指定文化財につきましては、補助対象でござい

ますが、その内容にもよりまして、全てのものに御希望の補

助金が出るというわけではございませんので、それは個別に

御相談させていただいているところでございます。例えば、

文化財の横にある樹木が、台風で倒れそうなので切りたい、

それができるかどうかとか、様々な御相談があるのは事実で
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ございますので、１つ１つ丁寧に御説明させていただきたい

と考えております。 

 

（１）の今後の保存活用について、繋ぐ、伝える、創る、

活かす、守るの５つの方針ということで、文化財として繋い

で伝えたりすることや、それを守っていって活かしていくと

いうことはわかりますが、創るという部分が非常に面白いと

思いました。保存保護などの観点で、創るというのはどうい

った発想ですので何か面白い取組に繋がればと感じました。 

 

実際のアクションプランの項目を構成するときに、今おっ

しゃっていただきました、５つの言葉でくくりをさせていた

だきました。その中に、例えば、歴史文化を活用したプログ

ラムを作る。それも創るに入れさせていただいております。

また、景観整備についての指導を継続させていただく。それ

も創るに入れさせていただいたり、あるいは、各地域で記憶

絵というのを多く作っておられて、それぞれの町の昔の姿と

いうものを思い出したりなど、そういったものも発信する、

これも創るというところに入れる。というようなことで、伝

え守られてきた歴史文化のうち、これから、歴史文化を生か

した草津らしいまちづくりを進める部分につきまして、創る

というような項目で整理させていただいたところでございま

す。 

 

ここは先ほども少しお話してしまったので、子どもたちへ

の伝え方という部分を頑張っていただきたいと思います。学

校にも先生の方へのアプローチや、新たに具体的なことも言

っていただいていますので、是非進めていっていただきたい

と感じました。 

それでは、最後のところで４０番、９９ページお願いいた

します。 

 

失礼いたします。９９ページ１００ページの施策４０市民

が文化芸術に触れる機会の推進について、３つの事業を説明

させていただきます。 

（１）文化芸術活動の育成支援と、各種事業の充実につき



61 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ましては、当課の主要な事業であります第５７回草津市美術

展覧会を１０月に開催いたしまして、市民の皆様に創作活動

および鑑賞の機会を提供させていただきました。観覧者数

は、台風の影響もございまして、やや落ちぎみでございま

す。出品数の方は、一応２２０点あたりから２３０点あたり

でここ数年横ばいでございまして、固定化されている傾向が

見受けられると感じております。昨年度、外部評価委員の方

からも、毎年出品していただいている方も大事にしながら、

新しい方からも出品してもらえるように啓発をするよう御意

見をいただいておりまして、広報くさつやポスター、チラシ

などの広報活動とともに、審査員による作品批評会などを実

施いたしまして、魅力ある展覧会を目指しているところでご

ざいます。令和３年度からは、（仮称）市民総合交流センター

の方に会場を移す予定でございまして、実行委員会での議論

や、また文化振興審議会とも意見交換をしながら、また、他

市の事例も研究し、新たな出品者が増えるように検討をして

まいりたいと考えております。 

（２）文化芸術活動の担い手となる子どもの育成につきま

しては、毎年、アートフェスタという、ワークショップをメ

インとしたイベント等を実施しておりまして、こちらは子ど

もさんや親子連れの方々を対象としておりますが、市の青少

年美術展覧会の会期中に実施をしております。令和元年度は

市役所の周辺だけでなく、草津宿本陣近隣のお寺の方にも会

場の御協力をいただいて実施し、約３０００人の方にワーク

ショップに御参加をいただきました。来場者につきましては

延べ６０００人を超えていたかと思っております。昨年度、

御指摘をいただいた、ｄｅ愛ひろばやａｉ彩ひろばなど、

様々な場所でワークショップが行われていれば、より多くの

子どもが参加する機会が増えてよいと思う、という御意見に

ついては、アートフェスタなどの事業に協力をいただいてお

りますアーティストさんや、コーディネーターさんを中心

に、文化団体等とも連携して、機会を見ながら増やしていき

たいと考えております。特に、昨年度は、イオンモール草津

さんと、文化振興に関する協定を締結させていただきまし

て、イオンさんのスペースで、月１回程度ワークショップを

実施したり、また、アートフェスタくさつと連動したプレ事
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業なども行うことができました。 

そして、（３）でございますが、地域資源を活用した文化芸

術に触れる機会づくりにつきましては、文化ホールにおきま

して市民団体が主催する取組の他、ホールの指定管理者が実

施する草津歌劇団やクレア座といったミュージカル事業など

におきまして、草津への愛着や郷土愛を育むテーマで実施い

ただくなど、文化芸術に触れる機会づくりを醸成しました。

なお、昨年度、保護者に対しての情報発信は、子どもにチラ

シを配付するのが効果的だと思うので、様々なチラシを提供

してもらいたい、という御意見をいただきました。こちらに

つきましては、学校や家庭のチラシ配付の回数の見直しをは

じめ、広報くさつやホームページでの情報提供、また、南草

津駅自由通路の掲示板やラックへのチラシ設置などのほか、

デジタルサイネージや他の広報手段についても、検討してま

いりたいと考えております。 

 

それではこの件につきまして、御意見をお願いいたしま

す。 

 

（１）ですが、市美展に出品することが、大きな目標であ

りあるいは励みになるように、毎回、出品していただいてい

る方を大事にしながら、新しい方にも出品していただけるよ

うに、今後も努力をしていただけたらと思っています。 

（２）です。いろいろな工夫をされていて、ワークショッ

プ等、３０００人を超えるという話をいただきました。いろ

いろな取組をされていると思っています。私事ですが、本も

のに出合うことを、大事にしていただきたいと思います。本

ものに出合うということは、人、物、ことで頭の中でいつも

整理しています。例えば、本ものの陶芸家とか、本ものの信

楽焼とか、あるいは本ものの作り方、技術のこと。それで子

どもは、非常に意識が変わって、ワークショップや、フェス

タなどに取り組んでくれると思っています。アーティスト、

あるいはコーディネーターのことで説明を受けましたが、今

後も、本ものに出会うということは大事にしていただきたい

と思っています。 

（３）のことですが、音楽祭やミュージカル、これも大事
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にしながら草津の良さというものを、その集まったメンバー

が学ぶだけではなく、発信することによって、市民が学べる

こと知ることも大事にしていただければなと思いました。以

前、ミュージカルに出ていた子どもが、先生に見に来てほし

いとわざわざ招待状や案内状を持ってきていました。その方

にとっては一生を変えるような、生き生きした数か月、ある

いはその本番だったと思います。そういう子どもが少しでも

増えることを願っております。以上です。 

 

このワークショップ、アートフェスタへの参加者が非常に

多くいらっしゃるということで、改めて市民が文化芸術に親

しんでいるということがよくわかりました。日頃から文化芸

術という言葉でくくられていると、どうしても一部に関心を

持っている市民がいるだけと思われてしまいますが、実際は

そうではないです。元々、芸術や文化一般は私たちの生活と

密接に結びついて存在するものだと思っておりますので、そ

ういう視点からも、多くの市民が関心を持って参加できるよ

うな機会が設けられるのは非常に大事だと思いました。 

（２）に文化芸術活動の担い手となる子どもと書かれてお

りますが、担い手となる子どもを育てるためには、先ほど片

山委員さんがおっしゃったように、小さいときから、本物に

触れることは非常に大事だと思います。その作品自体が、子

どもたちに感動を与えるということになりますので、そうい

った機会をできるだけ身近で作ってもらいたいと思います。

夢はどんどん広がりますが、美術館、博物館、ホールも欲し

いです。そういった場所が普通の市民の暮らしの中に当たり

前にある、どこにでもあるという草津になって欲しいと思っ

ております。おかしなところで話が飛びましたが、以上で

す。 

 

私の方からは、（１）に関しては、この展覧会は、それぞれ

の分野で、作ってこれらのものを展示する場所ですので、人

数が減ってくことに対して、手を打たなければならない部分

もあるのかもしれませんが、こういったことは一定の形でし

っかりと定着、継続していくことが大事なのかと感じまし

た。 
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一方で（２）だと、新たな感じの部分もあるので、この辺

りの動員数は非常に多い数です。こういったものは積極的に

やっていただければ、非常に多くの方に親しんでいただくと

いう目的に合っていると思いました。その広報でいろいろな

工夫されているので、前年度のチラシや効果を見ながら考え

ていただきたいと思いました。 

 

４１番と４２番は、前回に出ているということで省略させ

ていただいて、とりあえず１日目の前半ということで、時間

がきていますので、全体的な感想は次回にしていただくとい

うこととさせていただきます。今日の部分はこれでよろしい

でしょうか。最後は、事務局の方にお願いいたします。 

 

委員の皆様には、９時から始まり、３時間半、長時間にわ

たりまして、貴重な御意見、熱心な御審議いただきまして、

ありがとうございました。また、残りの２０の施策につきま

しては、８月の２４日の月曜日に同じ場所で１時半から、御

審議をお願いしたいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。本日はどうもありがとうございました。 

 

閉会 午後 １２時３０分 


